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ご注意 
 

１．このソフトウェアの著作権は、Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ社にあります。 

２．このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全てを無断で使用、複製することはできません。 

３．ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。 

４．このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用可能です。 

５．このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任をおいかねますので

ご了承下さい。 
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１．メインフレームメニュー 

１．１ ［ファイル］メニューのコマンド 

 

[ファイル]メニューには以下のようなコマンドがあります。 

 

[プロジェクトの新規作成...] プロジェクトの作成ウィザードを実行します。 

[プロジェクトを開く...]  ハードディスクに保存されたプロジェクトファイルを読み出します。 

  

[プリンタの設定...]  プリンタの選択や接続を設定を行います。 

[ＬＰＴポートの設定...]  ＬＰＴポートの設定を行います。 

  

[ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了]  Ｐｏｗｅｒデバッガを終了します。 
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１．１．１ ［プロジェクトの新規作成...］コマンド 
 

プロジェクトを新規作成します。プロジェクトの作成ウィザードを実行します。 
ウィザードに従って進むと新規プロジェクトが作成されます。ウィザードで設定されない項目については［オプション］メ

ニューの各項目で設定してください。 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｎ 

 

 

 

（１）プロジェクト名の設定 

 

 

図１．１．１－１ プロジェクト作成ダイアログ［１／５］ 

 

①Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｎａｍｅ： 

新規に作成するプロジェクト名を設定します。 

 

②Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ： 

作成するプロジェクトのルートディレクトリを設定します。ディレクトリが存在しない場合は、新規に作成されます。ディ

レクトリ名は、必ずしもプロジェクト名と一致させる必要はありませんが、同じ名前にすることを推奨します。 

Ｄｉｒ… ボタンをクリックすると既存のディレクトリが表示されます。 
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（２）サブディレクトリの指定 

 

 

図１．１．１－２ プロジェクト作成ダイアログ［２／５］ 

 

 

①ＢＳＤＬ１ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ： 

ＢＳＤＬファイルを格納するためのディレクトリを指定します。ディレクトリが存在しない場合は、新規に作成されます。

ＢＳＤＬ１ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙは、主にプロジェクト専用のＢＳＤＬファイルを格納するために使用されます。ＢＳＤＬ１ Ｄｉｒｅｃｔｏ

ｒｙは、必ずしもＰｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙの下に配置する必要はありませんが、Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙの下に作成することを

推奨します。 

Ｄｉｒ… ボタンをクリックすると既存のディレクトリが表示されます。 

 

②ＢＳＤＬ２ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ： 

ＢＳＤＬファイルを格納するためのディレクトリを指定します。ディレクトリが存在しない場合は、新規に作成されます。

ＢＳＤＬ２ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙは、プロジェクト間で共通の一般的なＢＳＤＬファイルを格納するために使用されます。 

Ｄｉｒ… ボタンをクリックすると既存のディレクトリが表示されます。 

 

③ＤＣＦ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ： 

ＢＳＤＬファイルを変換したＤＣＦファイルを格納するためのディレクトリを指定します。ディレクトリが存在しない場合は、

新規に作成されます。ＤＣＦ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙは、必ずしもＰｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙの下に配置する必要はありませんが、Ｐｒｏｊ

ｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙの下に作成することを推奨します。 

Ｄｉｒ… ボタンをクリックすると既存のディレクトリが表示されます。 
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（３）出力ファイル名の指定 

 

Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒから出力される各種ファイルのオン／オフとそのファイル名を指定します。これらの出力ファイルの

オン／オフ設定は必要な場合にのみオンにしてください。場合によっては大きなファイルが出力されることになり実行速

度が低下する場合があります。 

 

 

 

図１．１．１－３ プロジェクト作成ダイアログ［３／５］ 

①

が保

されています。オン／オフ設定はデフォルトでオフです。（Ｖｅｒ１．３Ｒｅｖ１４よりデフォルトでオフになりました） 

②

ＤＣＦディレクトリ内のＤＣＦファイルの読み取り状態を示すファイルです。オン／オフ設定は

デフォルトでオフです。 

③

ン情報（バウンダリスキャンデバイス間の接

続情報）を示すファイルです。オン／オフ設定はデフォルトでオフです。 

④

ンチェインデバイス間で接続されている信号の情報）を示すファイルで

す。オン／オフ設定はデフォルトでオフです。 

 

 

□ＬＯＧ Ｆｉｌｅ： 

ＬＯＧ Ｆｉｌｅ はＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒの動作状態を示す履歴ファイルです。Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗに表示された情報

存

 

□Ｐａｒｔｓ Ｄｅｆｉｎｅ Ｆｉｌｅ： 

Ｐａｒｔｓ Ｄｅｆｉｎｅ Ｆｉｌｅ は

 

□Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｆｉｌｅ： 

Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｆｉｌｅ はＥｄｉｆファイルを解析して得られるスキャンチェイ

 

□Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｆｉｌｅ： 

Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｆｉｌｅ はスキャンネット情報（スキャ
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⑤

ｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ はインフラ試験のためのテストパターンを示すファイルです。オン／オフ設定はデフォルトでオ

フです。 

⑥

Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ はベクタ試験のためのテストパターンを示すファイルです。オン／オフ設定はデフォルトでオフです。 

⑦

ａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ は単体試験のためのテストパターンを示すファイルです。オン／オフ設定はデフォルトでオ

フです。 

⑧

ターゲットボードに対する試験結果の情報を示すファイルです。オン／オフ設定はデフォルトでオフです。 

４）ドッキング状態の設定 

クボックスの初期状態はメインメニューの ［表示］－［ウィンドウスタイル］ で設定されている状態が表示されま

す。 

 

図１．１．１－４ プロジェクト作成ダイアログ［４／５］ 

ドッキング状態を設定します。チェックボックスのオンでドッキング表示、オフでチャイルドウィンドウ表示

なります。 

□Ｉｎｆｒａ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ： 

Ｉｎｆｒａ Ｐａ

 

□Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ： 

 

□Ｓｉｎｇｌｅ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ： 

Ｓｉｎｇｌｅ Ｐ

 

□Ｒｅｓｕｌｔ Ｆｉｌｅ： 

 

 

（

 

チェッ

 

 

①Ｔｙｔｌｅ Ｖｉｅｗ： 

Ｔｙｔｌｅ Ｖｉｅｗの

に

 

 
6 Ｄｅｂｕｇ ＳｏｌｕｔｉｏｎｓＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第１章 メインフレームメニュー

 

②ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗ 

ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗのドッキング状態を設定します。チェックボックスのオンでドッキング表示、オフでチャイルドウィンドウ表

になります。 

ドッキング状態を設定します。チェックボックスのオンでドッキング表示、オフでチャイルドウィン

ウ表示になります。 

ドッキング状態を設定します。チェックボックスのオンでドッキング表示、オフでチャイルドウィンドウ表示に

ります。 

ドッキング状態を設定します。チェックボックスのオンでドッキング表示、オフでチャイルドウィンドウ表示

なります。 

）設定内容の確認 

 

 

図１．１．１－５ プロジェクト作成ダイアログ［５／５］ 

定内容に問題がなければ、完了をクリックします。 

 

示

 

③Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉｅｗ 

Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉｅｗの

ド

 

④Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗ 

Ｎｅｔ Ｌｉｓｔの

な

 

⑤Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ 

Ｃｏｍｍａｎｄの

に

 

 

（５

 

設
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．１．２ ［プロジェクトを開く...］コマンド 
 

保存されているプロジェクトをオープンします。プロジェクトファイルの拡張子は ”．ｐｄｗ” です。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｏ 
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 第１章 メインフレームメニュー

 

１．１．３ ［プリンタの設定...］コマンド 
 

プリンタの選択や接続を設定します。 
 

※ＮＴ４０の場合パラレルポートリソースはＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ のドライバが使用します。印刷はパラレルポート以外

（ネットワークプリンタ等）を使用してください。 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．１．４ ［ＬＰＴポートの設定...］コマンド 
 

ＬＰＴポートドライバの設定を行ないます。 
このコマンドはオペレーションシステムがＮＴ４．０のときのみ有効です。 

 

※ドライバの設定状態を変更するため、ＮＴの設定状態によっては、管理者権限が必要となる場合があります。エラー

となる場合、管理者権限を持つ、ユーザーＩＤで設定を行なって下さい。 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

図１．１．４－１ パラレルポート設定ダイアログ 

 ◎１６進数    ◎１０進数  

 

 

①

 

フォルト） 

◎１０進数：アドレスを１０進数表示します。 

パラレルポートベースアドレス： 

 

７８（デフォルト），０ｘ３ｂｃが一般的にパラレルポートのベースアド

レスとして使用されています。 

 

表示する基数を選択します。 

◎１６進数：アドレスを１６進数表示します。（デ

 

②

パラレルポートのベースＩ／Ｏアドレスを設定します。 

０ｘ２２８，０ｘ２７８，０ｘ３
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 第１章 メインフレームメニュー

 

③パラレルポートアドレス範囲： 

 

パラレルポートアドレス範囲を指定します。パラレルポートは４固定となっています。 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．１．５ ［アプリケーションの終了］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ アプリケーションを終了します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

 
12 Ｄｅｂｕｇ ＳｏｌｕｔｉｏｎｓＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第１章 メインフレームメニュー

 

１．２ ［表示］メニューのコマンド 

 

[表示]メニューには以下のようなコマンドがあります。 

 

［ツールバー］ ツールバーの表示／非表示の切替を行います。 

［ステータスバー］ ステータスバーの表示／非表示の切替を行います。 

  

［ウィンドウスタイル］ チャイルドウィンドウのウィンドウスタイルを設定します。 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．２．１ ［ツールバー］コマンド 
 

メインフレームツールバーの表示／非表示の切替を行います。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第１章 メインフレームメニュー

 

１．２．２ ［ステータスバー］コマンド 
 

メインフレームステータスバーの表示／非表示の切替を行います。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．２．３ ［ウィンドウスタイル］コマンド 
 

オープンするプロジェクトのウィンドウスタイルを設定します。 
 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

図１．２．３－１ ウィンドウスタイルダイアログ 

ドッキング表示を行なう。 
 

ｅｗ 。 

□ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ ：Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ のドッキング表示を行います。 

□ 終了したウィンドウ位置でオープンする。 

 

最後に終了したウィンドウ位置でメインフレームウィンドウをオープンします。 

存された

ロジェクトはこのダイアログで設定された情報は無視され、保存されたウィンドウ状態でオープンされます。 

 

①

□ Ｔｙｔｌｅ Ｖｉｅｗ  ：Ｔｙｔｌｅ Ｖｉｅｗ のドッキング表示を行います。 
□ ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗ ：ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗ のドッキング表示を行います。 
□ Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉ ：Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉｅｗ のドッキング表示を行います

□ Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗ ：Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗ のドッキング表示を行います。 

 

②

 

 

このダイアログで設定された情報は、プロジェクトの新規作成ウィザードでのドッキング状態の指定に反映されます。又、

［ツール］－［オプション］の 『以前のウィンドウ状態で開く』 チェックボックスがオフで保存されたプロジェクトをオープ

ンした場合のウィンドウスタイルに反映されます。『以前のウィンドウ状態で開く』 チェックボックスがオンで保

プ
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 第１章 メインフレームメニュー

 

※既存プロジェクトのウィンドウスタイルの変更方法 

（１ トメニューの［ツール］－［オプション］：全体タブ 『以前のウィンドウ状態で開く』 チェックボックスをオフ

にする。 

）［ファイル］－［プロジェクトの保存］でプロジェクトを保存した後、一旦プロジェクトを閉じる。 

）メインメニューの ［ウィンドウスタイル］コマンド でオープン時のウィンドウスタイルを設定する。 

）保存してあったプロジェクトをオープンする。 

（５） 置を調整し、

［ツール］－［オプション］：全体タブ 『以前のウィンドウ状態で開く』 チェックボックスをオンにする。 

）［ファイル］－［プロジェクトの保存］でプロジェクトを保存する。 

上でドッキング状態が変更されます。 

 

 

）プロジェク

 

（２

 

（３

 

（４

 

［ウィンドウオプション］ダイアログで設定されたウィンドウスタイルでオープンされるのでウィンドウ位

 

（６

 

以
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．３ ［ヘルプ］メニューのコマンド 

 

[ヘルプ]メニューには以下のようなコマンドがあります。 

 

［トピックの検索］ Ｐｏｗｅｒデバッガヘルプを表示します。 

［バージョン情報］ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ のバージョン情報を表示します。 

  

［シリアルナンバー］ シリアルナンバーとパスワードを入力します。 
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 第１章 メインフレームメニュー

 

１．３．１ ［トピックの検索］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒデバッガヘルプを表示します。又Ｆ１キーを押すと関連するヘルプが表示されます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

１．３．２ ［バージョン情報］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒデバッガのバージョン情報を表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第１章 メインフレームメニュー

 

１．３．３ ［シリアルナンバー］コマンド 
 

シリアルナンバーとパスワードを入力するダイアログを開きます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

 

図１．３．３－１ シリアルナンバーダイアログ 

Ｓｅｌｅｃｔ Ｈｏｓｔ ＩＤ： 

 

。 
◎Ｍａｃアドレス  ：Ｈｏｓｔ ＩＤとしてＬＡＮカードのＭＡＣアドレスを登録した場合選択します。 

Ｈｏｓｔ ＩＤ： 

 

ｅｌｅｃｔ Ｈｏｓｔ ＩＤで選択したＩＤが表示されます。 

Ｖｏｌ Ｎｕｍｂｅｒを選択した場合 ： ｕｇｇｅｒをインストールしたドライブのＶｏｌ Ｎｕｍｂｅｒが表

Ｍａｃアドレスを選択した場合 ：ＬＡＮカードのＭＡＣアドレスが表示されます。 
 

 

 

①

サポートデスクに登録したＨｏｓｔ ＩＤ種別を選択します。 

◎Ｖｏｌ Ｎｕｍｂｅｒ  ：Ｈｏｓｔ ＩＤとしてハードディスクのＶｏｌ Ｎｕｍｂｅｒを登録した場合選択します

 

②

Ｓ

 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂ

されます。 
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 第１章 メインフレームメニュー 

 

③Ｓｅｒｉａｌ Ｎｕｍｂｅｒ： 

 

製品に添付されている１０桁（６桁－４桁）のシリアルナンバーを入力します。 

 

③Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ Ｃｏｄｅ： 

 

サポートデスクから届けられた２４桁（６桁－６桁－６桁－６桁）の認証ＩＤ入力します。 
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第１章 メインフレームメニュー
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Ｍｅｍｏ  

 

 

 

 

 

 

 



 第２章 プロジェクトメニュー

 
 

第２章 
 

プロジェクトメニュー 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．プロジェクトメニュー 

２．１［ファイル］メニューのコマンド 

 

[ファイル]メニューには以下のようなコマンドがあります。 

 

[新規作成]  テキストファイルを新規に作成します。 

[開く...] 既存のテキストファイルを開きます。 

[上書き保存]  作業中のテキストファイルを上書きして保存します。 

[名前を付けて保存...]  作業中のテキストファイルに新しい名前を付けて保存します。 

[閉じる]  現在開いているテキストファイルを閉じます。 

  

[プロジェクトの新規作成...] プロジェクトの作成ウィザードを実行します。 

[プロジェクトを開く...] ハードディスクに保存されたプロジェクトファイルを読み出します。 

[プロジェクトの保存...]  現在のプロジェクトを保存します。 

[プロジェクトの名前を付けて保存...] ハードディスクに保存されたプロジェクトファイルを読み出します。 

[プロジェクトを閉じる] 現在のプロジェクトを閉じます。 

  

[印刷...]  文書を印刷します。 

[印刷プレビュー]  文書を印刷時のイメージで表示します。 

[プリンタの設定...]  プリンタの選択や接続を設定します。 

[終了]  Ｐｏｗｅｒデバッガを終了します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１ ［新規作成...］コマンド 
 

テキストファイルを新規に作成します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｎ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．２ ［開く...］コマンド 
 

既存のテキストファイルを開きます。 
 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｏ 

 

 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒで扱うテキストファイルには以下のものがあります。 
 

表２．１．２－１ テキストファイル種別 

ファイル種別 拡張子 備考 

Ｅｄｉｆファイル ．ｅｄｆ  

ＢＳＤＬファイル ．ｂｓｄ  

ＤＣＦファイル ．ｄｃｆ  

ログファイル ．ｌｏｇ  

部品定義ファイル ．ｐｔｄ  

スキャンチェインファイル ．ｓｃｈ  

スキャンチェインセットファイル ．ｓｃｓ  

ネットリストファイル ．ｎｌｆ  

インフラ試験パターンファイル ．ｉｐｆ  

バウンダリ試験パターンファイル ．ｐｔｆ  

単体試験パターンファイル ．ｓｐｆ  

試験結果ファイル ．ｒｌｔ  

Ｔｅｘｔファイル ．ｔｘｔ  
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．３ ［上書き保存］コマンド 
 

作業中のテキストファイルを上書きして保存します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｓ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．４ ［名前を付けて保存...］コマンド 
 

作業中のテキストファイルに新しい名前を付けて保存します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．５ ［閉じる］コマンド 
 

現在開いているテキストファイルを閉じます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．６ ［プロジェクトの新規作成...］コマンド 
 

プロジェクトの作成ウィザードが表示され、プロジェクトを新規作成します。 
表示されるダイアログの内容は “１．１．１ ［プロジェクトの新規作成...］コマンド” を参照して下さい。 
ウィザードで設定されない項目についてはプロジェクトメニューの［プロジェクトパラメータ］メニューの各項目で設定して

ください。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｎ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．７ ［プロジェクトを開く...］コマンド 
 

保存されているプロジェクトをオープンします。現在開かれているプロジェクトは終了します。 
プロジェクトファイルの拡張子は ”．ｐｄｗ” です。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｏ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．８ ［プロジェクトの保存...］コマンド 
 

現在のプロジェクトを保存します。保存されるプロジェクトファイルはプロジェクトディレクトリの下に、 ”プロジェクト名” 

＋ ”．ｐｄｗ” の形式で保存されます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｓ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．９ ［プロジェクトの名前を付けて保存...］コマンド 
 

現在のプロジェクト情報を新しい名前を付けて保存します。保存ファイル名は ”新ファイル名” ＋ ”．ｐｄｗ” の形式

になります。このコマンドを実行してもプロジェクト名は変化しません。プロジェクト名の変更は ［ツール］－［プロジェク

トの設定］ で行ないます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１０ ［プロジェクトを閉じる...］コマンド 
 

現在作業しているプロジェクトを閉じます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１１ ［印刷...］コマンド 
 

選択されているウィンドウの内容を印刷します。 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒが使用しているプリンタポートからの印刷はできません。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ｃｔｒｌ ＋ Ｐ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１２ ［印刷プレビュー...］コマンド 
 

文書を印刷時のイメージで表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１３ ［プリンタの設定...］コマンド 
 

プリンタの選択や接続を設定します。 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒが使用しているプリンタポートからの印刷はできません。 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．１．１４ ［終了］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒデバッガを終了します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２ ［編集］メニューのコマンド 
 

［編集］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［元に戻す］  直前に行なった動作を元に戻します。 

［切り取り］  選択範囲を切り取ってクリップボードに保存します。 

［コピー］  選択範囲をコピーしてクリップボードに保存します。 

［貼り付け］  クリップボードの内容を張り付けます。 

  

［最初のエラーへジャンプ］ ネットリストビュー内のエラー箇所を表示します。 

  

［指定した部品の無効化］ 指定した部品を無効にします。 

［指定した部品のＤＣＦ表示］ 指定した部品のＤＣＦファイルを表示します。 

［指定した部品のＢＳＤＬ表示］ 指定した部品のＢＳＤＬファイルを表示します。 

  

［指定した部品の設定値の初期化］ 指定した部品の入力セル、出力セル設定値の初期化を行ないます。 

［指定した部品の出力セルの設定］ 指定した部品の出力セル設定値の初期化を行ないます。 

［指定した部品の入力セルの設定］ 指定した部品の入力セル設定値の初期化を行ないます。 

  

［セル設定ファイルの読み込み］ ファイルに保存されたセル設定値を読み込みます。 

［セル設定ファイルの保存］ セル設定値をファイルに保存します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．１ ［元に戻す］コマンド 
 

Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗでの直前に行なった動作を元に戻します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｚ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．２ ［切り取り］コマンド 
 

Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ内の選択範囲を切り取ってクリップボードに保存します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｘ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．３ ［コピー］コマンド 
 

Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ内の選択範囲をコピーしてクリップボードに保存します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｃ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．４ ［貼り付け］コマンド 
 
クリップボードの内容を張り付けます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｖ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．５ ［最初のエラーへジャンプ］コマンド 
 

対象ボードの不良箇所を示す、ネットリストビュー内の最初のリストを表示します。このコマンドはＮｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗにフ

ォーカスがある時（ウィンドウが有効な時）のみ有効となります。 

また、Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗの表示で対象ボードに不良箇所があったことを示す “Ｍｅｓｓａｇｅ ２１００１００１ ： ＮｅｔＬｉｓｔ

（ｘｘ） ： Ｆｏｕｎｄ Ｅｒｒｏｒ！！  エラーを検出しました。！！” のメッセージをダブルクリックするとネットリストビュー内

の対応するリストにジャンプします。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｊ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．６ ［指定した部品の有効／無効化］コマンド 
 

指定した部品を無効にします。回路図（Ｅｉｄｆ）上には部品が記述されているが、プリント盤にはその部品が搭載されて

いない場合時、このコマンドでその部品を無効化にします。部品供給が間に合わない時など、一部の部品が搭載され

ていない状態でデバッグをすすめなければならない場合があります。そんな場合は、回路図を入れ直し、Ｅｄｉｆを作り直

さなくても、このコマンドで未搭載部品の無効化を行うことでデバッグ作業を進めることができます。 

このコマンドは選択することにより、状態がトグルします。初期状態は有効状態であり、メニューを選択する度に、対象

となるセルの状態が、無効 －＞ 有効 －＞ 無効 ．．．．． と変化します。 

 

このコマンドで無効化できるのはスキャンチェイン上のデバイスのみです。 
 

※スキャンチェインビューの対象となるセル上の右クリックで表示されるフローティングメニューからも設定可能です。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．７ ［指定した部品のＤＣＦ表示］コマンド 
 

指定した部品のＤＣＦファイルを表示します。 
スキャンチェインビューで選択されたセルのＤＣＦファイルをテキスト表示します。 

 

保存されているＤＣＦファイルを表示するには、［部品］－［ＤＣＦ情報］からファイルを選択します。 

 

※スキャンチェインビューの対象となるセル上の右クリックで表示されるフローティングメニューからも設定可能です。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．８ ［指定した部品のＢＳＤＬ表示］コマンド 
 

指定した部品のＢＳＤＬファイルを表示します。スキャンチェインビューで選択されたセルのＤＣＦファイルをテキスト表示

します。 

 

保存されているＢＳＤＬファイルを表示するには、［部品］－［ＢＳＤＬ情報］からファイルを選択します。 

 

※スキャンチェインビューの対象となるセル上の右クリックで表示されるフローティングメニューからも設定可能です。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．９ ［指定した部品の設定値の初期化］コマンド 
 

スキャンチェインビューで指定した部品の入力セル、出力セル設定値の初期化を行ないます。このコマンドは指定した

部品内の全てのセルの設定を初期状態（入力値：有効、出力値：設定値に従う）に戻します。 
 
スキャンチェインビュー内で、部品上のマウスの右クリックでも同様の動作が可能です。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．１０ ［指定した部品の出力セルの設定］コマンド 
 

スキャンチェインビューで指定した部品の出力セル設定値の設定を行ないます。このコマンドは指定した部品内の出力

セルの全てをサブメニューの設定値にセットします。 
 
ＢＳＤＬビュー内でマウスの右クリックでも同様の設定が可能です。 
 

 ☆出力セルの設定 

 ・全て”Ｈ”に設定 ：指定した部品内の出力セルの設定を全て強制”Ｈ”出力設定にします。 

 ・全て”Ｌ”に設定 ：指定した部品内の出力セルの設定を全て強制”Ｌ”出力設定にします。 

 ・全てを初期化 ：指定した部品内の出力セルの設定を初期値（設定値に従う）にします。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．１１ ［指定した部品の入力セルの設定］コマンド 
 

スキャンチェインビューで指定した部品の入力セル設定値の設定を行ないます。このコマンドは指定した部品内の入力

セルの全てをサブメニューの設定値にセットします。 
 
ＢＳＤＬビュー内でマウスの右クリックでも同様の設定が可能です。 
 

 ☆入力セルの設定 

・全ての入力値を無視 ：指定した部品内の全ての入力セルの設定を入力値を無視に設定します。 

・全ての入力値を初期化 ：指定した部品内の全ての入力セルの設定を入力値を監視状態に設定しま

す。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．２．１２ ［セル設定ファイルの読み込み］コマンド 
 

ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗで設定されるセル設定情報が保存されたセル設定ファイルからセルの設定状態を読み込みます。セル

設定ファイルは ［セル設定ファイルの保存］ コマンドで作成されます。 
 
単体試験で、セルの状態を変化させて試験を行う時など、セル設定をセル設定ファイルに保存しておくことで、ＢＳＤＬ 

Ｖｉｅｗのセルの設定を一つ一つ設定する必要がなくなります。 

 
セル設定ファイルのデフォルトのファイル拡張子は、 ．ｃｓｆ です。 
 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

☆ＣＳＦファイルの構文 

構文 ：ＢｓｄｌＣｅｌｌ セル番号 設定値 

 

ピン番号 ： デバイスセル番号［半角１０進数］（ピンの番号ではありません） 

設定値 ： セルに設定する値。以下の値をとります。 

０ ： Ｌｏｗレベル［０］出力を設定します。 

１ ： Ｈｉｇｈレベル［１］出力を設定します。 

Ｌ ： 入力期待値としてＬｏｗレベル［０］を設定します。 

Ｈ ： 入力期待値としてＨｉｇｈレベル［１］を設定します。 

ＤＣ ： システム初期値［－］を設定します。 

Ｘ ： バウンダリスキャン試験実行時、入力値を無視［Ｘ］します。 

 

 

例 ： ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ０  Ｈ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  １  Ｈ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ２  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ３  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ４  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ５  Ｌ 

 

※出力セルに 『Ｘ』 を設定するとエラーとなります。 

※『//』 以下の文字はコメントとみなされます。 
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２．２．１３ ［セル設定ファイルの保存］コマンド 
 

ＢＳＤＬ Ｖｉｅｗで設定されるセル設定情報をセル設定ファイルに保存します。 
 
単体試験で、セルの状態を変化させて試験を行う時など、セル設定をセル設定ファイルに保存しておくことで、ＢＳＤＬ 

Ｖｉｅｗのセルの設定を一つ一つ設定する必要がなくなります。 
 

セル設定ファイルのデフォルトのファイル拡張子は、 ．ｃｓｆ です。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

☆ＣＳＦファイルの構文 

構文 ：ＢｓｄｌＣｅｌｌ セル番号 設定値 

 

ピン番号 ： デバイスセル番号［半角１０進数］（ピンの番号ではありません） 

設定値 ： セルに設定する値。以下の値をとります。 

０ ： Ｌｏｗレベル［０］を設定します。 

１ ： Ｈｉｇｈレベル［１］を設定します。 

Ｌ ： 入力期待値としてＬｏｗレベル［０］を設定します。 

Ｈ ： 入力期待値としてＨｉｇｈレベル［１］を設定します。 

ＤＣ ： システム初期値［－］を設定します。 

Ｘ ： バウンダリスキャン試験実行時、入力値を無視［Ｘ］します。 

 

 

例 ： ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ０  Ｈ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  １  Ｈ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ２  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ３  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ４  ＤＣ 

  ＢｓｄｌＣｅｌｌ  ５  Ｌ 

 

※出力セルに 『Ｘ』 を設定するとエラーとなります。 

※『//』 以下の文字はコメントとみなされます。 
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２．３ ［部品］メニューのコマンド 
 

［部品］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［ＢＳＤＬ－＞ＤＣＦ］ ＢＳＤＬファイルをＤＣＦファイルに変換します。 

［ＤＣＦ情報］ 保存されているＤＣＦファイルをテキスト表示します。 

［ＢＳＤＬ情報］ 保存されているＢＳＤＬファイルをテキスト表示します。 

［変換フィルタ］ 読み込んだＤＣＦファイルのパラメータを設定します。 
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２．３．１ ［ＢＳＤＬ－＞ＤＣＦ］コマンド 
 

ＢＳＤＬファイルをＤＣＦファイルに変換します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： Ｆ４ 

 

（１） 変換タブ 

ＤＣＦディレクトリ一覧 
初期状態でＤＣＦディレクト

リ内のＤＣＦファイルを表示

します。 

ＢＳＤＬディレクトリ一覧 
初期状態でＢＳＤＬ１，ＢＳ

ＤＬ２ディレクトリ内のＢＳＤ

Ｌファイルを表示します。 

 

図２．３．１－１ ＢＳＤｌ－＞ＤＣＦ変換ダイアログ［変換タブ］ 

換するＢＳＤＬ

ファイルを選択して［Ａｄｄ＞＞］ボタンを使って適用するＢＳＤＬファイルエディットボックスに移動します。 

 

① ＢＳＤＬディレクトリ一覧 
初期設定時はＢＳＤＬ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙで指定したディレクトリ内の全てのＢＳＤＬファイルが表示されます。変

 
55 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 
② 適用するＢＳＤＬ 
プロジェクトで使用するＢＳＤＬを適用しないＢＳＤＬ画面から選択し、［Ａｄｄ＞＞］ボタンを使ってこのウィンドウに移動し

ます。変換ボタンをクリックすることで、ここに表示されているＢＳＤＬファイルがＤＣＦファイルに変換され，ＤＣＦディレク

トリに格納されます。 
 
③  ＡＬＬ ボタン 
エディットボックス内のファイルを全て選択します。 
 
④   Ａｄｄ ＞＞  ボタン 
ＢＳＤＬディレクトリ一覧から選択されたファイルを適用するＢＳＤＬ表示画面に移動します。 
 
⑤  ＜＜Ｒｅｍｏｖｅ ボタン 
適用するＢＳＤＬ表示画面で選択されたファイルをＢＳＤＬディレクトリ一覧に移動します。 
 
⑥ 変換後ＤＣＦディレクトリ 
プロジェクトパラメータで指定されたＤＣＦディレクトリ内のＤＣＦファイルが表示されます。 
 

 

（２） オプションタブ 

 

図２．３．１－２ ＢＳＤＬ－＞ＤＣＦ変換ダイアログ［オプションタブ］ 
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① ターゲット名の変換方法 
 
Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒはＥｄｉｆファイルの部品名（Ｃｅｌｌ名）とＤＣＦファイルで定義されたターゲット名を用いて関連付けを行

います。ＤＣＦファイルで定義するターゲット名の変換方法を選択します。 
 

◎ターゲット名にＢＳＤＬファイル名を使用する 
 

ＤＣＦファイルで定義されるターゲット名にＢＳＤＬのファイル名（拡張子を除く）を使用します。 
 
 

◎ターゲット名にＢＳＤＬファイルのコンポーネント名を使用する 
 

ＤＣＦファイルで定義されるターゲット名にＢＳＤＬファイル内で定義されているコンポーネント名を使用します。 
 
 

◎ターゲット名を個別にダイアログボックスで指定する。 
 

パッケージ毎にコンポーネント名とファイル名の入力を行なうためのダイアログボックスを表示します。 
 
 
② 複数パッケージが存在し、デフォルト値が指定されていない場合の展開方法。 
 
ＢＳＤＬファイルの記述の方法で、内部回路は同じで外部パッケージのみ異なる場合、パッケージの記述を複数行なう

ことが可能です。このようなファイルは通常、デフォルト値に対応するパッケージタイプを指定していますが、デフォルト

値を指定せず、ユーザーがＢＳＤＬを変更して使用するようなＢＳＤＬがあります。このようなＢＳＤＬファイルに対して変

換先のファイル名とコンポーネント名の変換の方法を選択します。 
 

◎個別にパッケージを選択する。 
（選択ダイアログでコンポーネント名とファイル名を指定します。） 

 
パッケージ毎にコンポーネント名とファイル名の入力を行なうためのダイアログボックスを表示します。 

 
 

◎選択ダイアログで一括選択する。 
（コンポーネント名を変更する必要がある場合があります。） 

 
変換するパッケージを選択するダイアログボックスを表示します。選択したパッケージのみＤＣＦファイルの変

換を行ないます。ＤＣＦファイルは、『ＢＳＤＬファイル名（拡張子無し）＿パッケージ名．ｄｃｆ』 の形式に自動変

換されます。又コンポーネント名は、『ＢＳＤＬのエンティティー名＿パッケージ名』 の形式に変換されます。

必要に応じて、ＤＣＦファイル名及び、ＤＣＦファイル内のコンポーネント名を編集する必要があります。 
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◎全てのパッケージを変換する（ダイアログ無し）。 
（コンポーネント名を変更する必要がある場合があります。） 

 
全てのパッケージをデフォルトのファイル名と、コンポーネント名で変換を行ないます。ＤＣＦファイルは、『ＢＳ

ＤＬファイル名（拡張子無し）＿パッケージ名．ｄｃｆ』 の形式に自動変換されます。又コンポーネント名は、『Ｂ

ＳＤＬのエンティティー名＿パッケージ名』 の形式に変換されます。必要に応じて、ＤＣＦファイル名及び、ＤＣ

Ｆファイル内のコンポーネント名を編集する必要があります。 
 
 
③ □ ピン名を端子番号に置き換える。 
 
このチェックボックスをオンにすると、ＤＣＦファイルのピン名として、ピンに対応するピン番号を使って変換します。ＤＣＦ

ファイルのピン名は、ＥＤＩＦ内の部品定義でのピン名と一致させなければなりません。ＣＡＤツールの中には出力するＥ

ＤＩＦのオプションとしてピン名をピン番号に置き換えることができるものがあります。このようなオプションを使用して出

力したＥＤＩＦに対しては、このチェックボックスをオンにすることで、ＤＣＦのピン名を一致させることができます。このチェ

ックボックスがオフのときはＢＳＤＬファイルで使用されているピン名称がそのままＤＣＦファイルに出力されます。 
 
 
④ Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒの展開方法 
 
ＢＳＤＬファイル内のバス表記の展開方法を選択します。ＤＣＦファイルのピン名は、ＥＤＩＦ内の部品定義でのピン名と

一致させなければなりません。使用しているＥＤＩＦファイルのバス表記の方法にあわせて、Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒの展開方法を

選択して下さい。 
 

◎Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを（）で展開する。 
例：Ｄ：ｉｎ ｂｉｔ＿ｖｅｃｔｏｒ（１ ｔｏ ４） －＞ Ｄ（１），Ｄ（２），Ｄ（３），Ｄ（４） 

 
Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを（）付きで展開します。ＥＤＩＦでの記述で”（”，”）”は特殊記号のため、この方法で出力したＤＣ

Ｆファイルを使用すると、エラーを起こします。 
 
 

◎Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを［］で展開する。 
例：Ｄ：ｉｎ ｂｉｔ＿ｖｅｃｔｏｒ（１ ｔｏ ４） －＞ Ｄ［１］，Ｄ［２］，Ｄ［３］，Ｄ［４］ 

 
Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを［］付きで展開します。ＥＤＩＦでの記述で”［”，”］”は特殊記号のため、この方法で出力したＤＣ

Ｆファイルを使用すると、エラーを起こす可能性があります。 
 
 

◎Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを後付き数字で展開する。 
例：Ｄ：ｉｎ ｂｉｔ＿ｖｅｃｔｏｒ（１ ｔｏ ４） －＞ Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４ 
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Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを後付き数字で展開します。 

 
 

◎Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを前付き数字で展開する。 
例：Ｄ：ｉｎ ｂｉｔ＿ｖｅｃｔｏｒ（１ ｔｏ ４） －＞ １Ｄ，２Ｄ，３Ｄ，４Ｄ 

 
Ｂｉｔ＿Ｖｅｃｔｏｒを前付き数字で展開します。 
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２．３．２ ［ＤＣＦ情報］コマンド 
 

保存されているＤＣＦファイルをテキスト表示します。 

 
スキャンチェインビューで表示されている部品のＤＣＦを表示する場合は、［編集］－［指定した部品のＤＣＦ表示］を参照

して下さい。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｄ 
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２．３．３ ［ＢＳＤＬ情報］コマンド 
 

保存されているＢＳＤＬファイルをテキスト表示します。 

 
スキャンチェインビューで表示されている部品のＢＳＤＬを表示する場合は、［編集］－［指定した部品のＢＳＤＬ表示］を

参照して下さい。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： ＣＴＲＬ ＋ Ｂ 
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２．３．４ ［変換フィルタ］コマンド 
 

［生成］－［ＤＣＦ読み込み］ で読み取ったＤＣＦファイル情報を変更します。［生成］－［ＤＣＦ読み込み］を実行後、有効

になります。 

 
 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

（１） ＤＣＦ ターゲット名フィルタ タブ 

 

Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒはＥＤＩＦファイルのＣｅｌｌ ＮａｍｅとＤＣＦファイルのＴａｒｇｅｔ Ｎａｍｅを用いて、ＥＤＩＦファイルとＤＣＦ

ファイルの部品情報をリンクします。このため、ＥＤＩＦファイルのＣｅｌｌ Ｎａｍｅと対応するＤＣＦファイルのＴａｒｇｅｔ Ｎａｍ

ｅを一致させる必要があります。ＤＣＦファイルのＴａｒｇｅｔ Ｎａｍｅを直接テキストディタを用いて編集することも可能です

が，ＤＣＦターゲット名フィルタダイアログを用いることで、アプリケーション内部で変換することが可能となります。（アプ

リケーション内部のデータを変更するだけで、ＤＣＦファイルは変更しません。） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．３．４－１ ＤＣＦ変換フィルタダイアログ［ＤＣＦターゲットフィルタタブ］ 
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① □ ターゲット名の変換を行う。 
 

このチェックボックスをオンにすることで、ターゲット名編集ウィンドウで表示されているターゲット名の変換を行い

ます。 
 
 
② フィルタファイルのロード 
 

ディスクに保存されているフィルタファイルを読み込みます。 
 
 
③ ターゲット名編集エディットボックス 
 

変換するターゲット名を入力します。対応する項をダブルクリックすることで、入力状態となり、変換するターゲット

名を入力します。 
 
 

（２） ＤＣＦ Ｐｉｎ名フィルタ タブ 

 

Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒはＥＤＩＦファイルのＰｏｒｔ ＮａｍｅとＤＣＦファイルのＰｉｎ Ｎａｍｅを用いて、ＥＤＩＦファイルとＤＣＦファ

イルのピン情報をリンクします。このため、ＥＤＩＦファイルのＰｏｒｔ Ｎａｍｅと対応するＤＣＦファイルのＰｉｎ Ｎａｍｅを一致

させる必要があります。ＤＣＦファイルのＰｉｎ Ｎａｍｅを直接テキストディタを用いて編集することも可能ですが，ＤＣＦタ

ーゲット名フィルタダイアログを用いることで、アプリケーション内部で変換することも可能となります。但し、アプリケー

ション内部のデータを変更するだけで、ＤＣＦファイルは変更しません。 
 
 

① ＤＣＦファイル 
 

ピン名の変換を行うＤＣＦファイルを選択します。 
 
 
② □ ＤＣＦピン名の変換を行う 
 

選択されたＤＣＦのピン名の変換を有効にします。選択されたＤＣＦのみ有効です。 
 
 
③ ピン名編集エディットボックス 
 

変換するピン名を入力します。対応する項をダブルクリックすることで、入力状態となり、変換するピン名を入力し

ます。 
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図２．３．４－２ ＤＣＦ変換フィルタダイアログ［ＤＣＦ Ｐｉｎ名フィルタタブ］ 
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２．４ ［生成］メニューのコマンド 
 

［生成］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［インフラ＆ベクタパターン生成］ インフラ試験及びベクタ試験のテストベクタを生成します。 

［インフラパターン生成］ インフラ試験のテストパターンを生成します。 

［ベクタパターン生成］ ベクタ試験のテストパターンを生成します。 

  

［ＤＣＦ読み込み］ プロジェクトパラメータで指定されたＤＣＦファイルを読み込みます。 

［ＥＤＩＦ読み込み］ プロジェクトパラメータで指定されたＥＤＩＦファイルを読み込みます。 

［スキャンチェイン作成］ ＥＤＩＦ及びＤＣＦファイルからスキャンチェインの解析を行ないます。 

［スキャンネット作成］  スキャンチェイン構成部品間のネットを解析します。 

［インフラパターン生成］ インフラ試験用のテストベクタを生成します。 

［ベクタパターン生成］ ベクタ試験用のテストパターンを生成します。 

  

［新規ＥＤＩＦ読み込み］  保存されているＥＤＩＦファイルを読み込みます。 
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２．４．１ ［インフラ＆ベクタパターン生成］コマンド 
 

インフラ試験及びベクタ試験のテストパターンを生成します。このコマンドが完了すると試験の実行が有効となります。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー 
：  

キーボード  ： Ｆ５ 

 

 

［インフラ＆ベクタパターン生成］コマンドは、以下のコマンドをバッチで実行します。 

 

［ＤＣＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［ＥＤＩＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［スキャンチェイン作成］コマンド 

↓ 

［スキャンネット作成］コマンド 

↓ 

［インフラパターン作成］コマンド 

↓ 

［ベクタパターン作成］コマンド 

 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ６．４章 テストパターンの生成” 
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２．４．２ ［インフラパターン生成］コマンド 
 

インフラ試験のテストパターンを生成します。 

このコマンドが完了すると試験の実行が有効となります。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ｆ６ 

 

 

［インフラパターン生成］コマンドは以下のコマンドをバッチで実行します。 

 

［ＤＣＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［ＥＤＩＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［スキャンチェイン作成］コマンド 

↓ 

［スキャンネット作成］コマンド 

↓ 

［インフラパターン作成］コマンド 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ６．４章 テストパターンの生成” 
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２．４．３ ［ベクタパターン生成］コマンド 
 

ベクタ試験のテストパターンを生成します。このコマンドが完了すると試験の実行が有効となります。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ｆ７ 

 

 

［ベクタパターン生成］コマンドは以下のコマンドをバッチで実行します。 

 

［ＤＣＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［ＥＤＩＦ読み込み］コマンド 

↓ 

［スキャンチェイン作成］コマンド 

↓ 

［スキャンネット作成］コマンド 

↓ 

［ベクタパターン作成］コマンド 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ６．４章 テストパターンの生成” 
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２．４．４ ［ＤＣＦ読み込み］コマンド 
 

プロジェクトパラメータで指定されたＤＣＦディレクトリ内のＤＣＦファイルをアプリケーション内に取り込みます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．５ ［ＥＤＩＦ読み込み］コマンド 
 

プロジェクトパラメータで指定されたＥＤＩＦファイルを読み込みます。 
保存されているＥＤＩＦファイルを読み込む場合は［新規ＥＤＩＦ読み込み］コマンドを実行して下さい。 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．６ ［スキャンチェイン作成］コマンド 
 

ＥＤＩＦ及びＤＣＦファイルからスキャンチェインの解析を行ないます。 

このコマンドは［ＤＣＦ読み込み］と［ＥＤＩＦ読み込み］が終了していなければ有効になりません｡ 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．７ ［スキャンネット作成］コマンド 
 

スキャンチェイン構成部品間のネットを解析し、スキャンネットリストを作成します。 

このコマンドは［スキャンチェイン作成］が終了していなければ有効となりません。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．８ ［インフラパターン生成］コマンド 
 

インフラ試験用のテストベクタを生成します。 

このコマンドは［スキャンネット作成］が終了していなければ有効となりません。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．９ ［ベクタパターン生成］コマンド 
 

ベクタ試験用のテストパターンを生成します。 

このコマンドは［スキャンネット作成］が終了していなければ有効となりません。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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２．４．１０ ［新規ＥＤＩＦ読み込み］コマンド 
 

保存されているＥＤＩＦファイルをプロジェクトに読み込みます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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２．５ ［試験］メニューのコマンド 
 

［試験］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［インフラ＆ベクタテスト］ インフラ試験に引き続きベクタ試験を実行します。 

  

［インフラテスト］ インフラ試験のみを実行します。 

［ベクタテスト］ ベクタ試験のみを実行します。 

  

［単体試験［モニタ］］ バウンダリスキャンの機能を使ってピンの状態をモニタします。 

［単体試験［出力－＞モニタ］］ 出力ピンから設定されたデータを出力後、ピンのモニタを行ないます。 

［単体試験［モニタ－＞出力］］ ピンをモニタ後、出力ピンから設定されたデータを出力します。 

  

［ＴＡＰコントローラのリセット］ スキャンチェイン内のスキャンコントローラのリセットを行います。 

  

［ＬＰＴポートのテスト］  ＬＰＴポート状態をモニタします。 
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２．５．１ ［インフラ＆ベクタテスト］コマンド 
 

インフラ試験に引き続きベクタ試験を実行します。 

このコマンドはインフラ試験及びベクタ試験用のテストパターンが生成されていなければ有効となりません。 
（ ［生成］－［インフラ＆ベクタパターン生成］コマンド ） 
 

インフラ試験でエラーが検出された場合でも続いてベクタ試験が実行されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ｆ９ 
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２．５．２ ［インフラテスト］コマンド 
 

インフラ試験のみを実行します。 

このコマンドはインフラ試験用のテストパターンが生成されていなければ有効となりません。 
（ ［生成］－［インフラパターン生成］コマンド ） 
 

試験結果は Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ と Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉｅｗ に反映されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ｆ１０ 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ６．６．１章 インフラ試験” 
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２．５．３ ［ベクタテスト］コマンド 
 

ベクタ試験のみを実行します。 

このコマンドはベクタ試験用のテストパターンが生成されていなければ有効となりません。 
（ ［生成］－［ベクタパターン生成］コマンド ） 
 

試験結果は ＮｅｔＬｉｓｔ Ｖｉｅｗ に反映されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ｆ１１ 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ６．６．２章 インフラ試験” 
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２．５．４ ［単体試験［モニタ］］コマンド 
 

バウンダリスキャンの機能を使ってピンの状態をモニタします。 
 

モニタされた状態はＢＳＤＬ Ｖｉｅｗに反映されます。 

 

このコマンドを実行するとＴＡＰコントローラ及びバウンダリスキャンセルにリセットが入ります。出力ピンの強制設定を

行っている場合も、リセットされることにより、内部論理出力値が出力ピンに出力されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ７．３章 入力ピンのモニタ” 
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２．５．５ ［単体試験［出力－＞モニタ］］コマンド 
 

出力ピンから設定されたデータを出力後、ピンのモニタを行ないます。 
 

モニタされた状態はＢＳＤＬ Ｖｉｅｗに反映されます。 

 

このコマンドを実行するとＴＡＰコントローラ及びバウンダリスキャンセルにリセットが入ります。出力ピンの強制設定を

行っている場合も、リセットされることにより、内部論理出力値が出力ピンに出力されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ７．４章 出力ピン設定(データ出力後モニタ)” 
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２．５．６ ［単体試験［モニタ－＞出力］］コマンド 
 

ピンをモニタ後、出力ピンから設定されたデータを出力します。 
 

モニタされた状態はＢＳＤＬ Ｖｉｅｗに反映されます。 

 

このコマンドを実行するとＴＡＰコントローラ及びバウンダリスキャンセルにリセットが入ります。出力ピンの強制設定を

行っている場合も、リセットされることにより、内部論理出力値が出力ピンに出力されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 

 

 

参照 ：“ユーザーズマニュアル ７．５章 出力ピン設定(モニタ後データ出力)” 
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２．５．７ ［ＴＡＰコントローラのリセット］コマンド 
 

スキャンチェイン内のスキャンコントローラのリセットを行います。 
 

ＴＡＰコントローラ及びバウンダリスキャンセルのリセットを行います。出力ピンの強制設定もリセットされ、内部論理出

力値が出力ピンに出力されます。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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２．５．８ ［プリンタポートのテスト］コマンド 
 

プリンタポートのピンを設定／モニタします。 

 

ターゲットボードの試験が正常に終了しない場合、まずインフラ試験が正常に終了しているか確認します。インフラ試

験がエラーしている場合、ホストＰＣのドライバの設定に問題がないか確認する必要があります。ドライバの設定を確

認する一つの手段としてこのコマンドを実行し、設定した値が正常にプリンタポートから出力されるか、プリンタポートポ

ートから入力できるかを確認することができます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

図２．５．８－１ プリンタポートテストダイアログ 

 プリンタポートアドレス： 

 

ｏｗＮＴ４．０又はＷｉｎｄｏｗｓ２０００の場合

は、ＰＤＰｏｒｔＩＯドライバで設定されているＩ／Ｏアドレスが表示されます。 

 

①

Ｗｉｎｄｏｗ９８で使用の場合、現在有効なプリンタポートアドレスが表示されます。ポートアドレスが異なる場合、使

用しているプリンタポートのＩ／Ｏアドレスを選択（入力）して下さい。Ｗｉｎｄ
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② 出力ボタン 

 

ボタンで表される信号は出力信号です。ボタンをクリックすると、出力される値が”Ｌ”－＞”Ｈ”－＞”Ｌ”．．．と、反

転します。設定された信号はテストボタンをクリックするまで出力されません。 

 

③ 入力値 

 

ボタンでない信号は入力信号です。値はテストボタンをクリックすると更新されます。信号名の先頭に”＊”がつい

ている信号は負論理です。実際のプリンタポート上信号値の反転された値が表示されます。 

 

④ テスト 

 

このボタンをクリックすることで出力信号から設定された値が出力され、入力信号がサンプルされます。 
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２．６ ［ツール］メニューのコマンド 
 

［ツール］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［フラッシュメモリ書き込み］ オンボードフラッシュメモリ書き込みツールを起動します。 

［EEPROMメモリ書き込み］ オンボードEEPROMメモリ書き込みツールを起動します。 

［プロジェクトパラメータ］ プロジェクトに関するパラメータを設定します。 

［オプション］ オプションパラメータを設定します。 

［アダプタの設定］ アダプタポートに関する設定を行ないます。 

［Ｗｉｎｄｏｗプロパティー］ 画面色、フォント等ウィンドウ属性に関する設定を行います。 

［ＥＤＩＦフィルタ］ 読み込んだＥＤＩＦの内容を内部的に変更します。 

［ログファイルの初期化］ ログファイルを初期化します。 
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２．６．１ ［フラッシュメモリ書き込み］コマンド 
 

フラッシュメモリ書き込みツールを起動します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｆ 

 

 

（１）書き込み設定タブ 

 

図２．６．１－１ Ｆｌａｓｈ Ｍｅｍｏｒｙ 書き込みダイアログ［基本タブ］ 

 

①Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｉｌｅ名： 

書き込みを行うフラッシュメモリのデバイスファイルを指定します。デバイスファイルは、¥¥インストールディレクトリ

¥Device¥FlashMem ディレクトリに格納されています。 
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②データファイルタイプ： 

書き込みデータのファイル種別を指定します。 

 

Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ ： Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸフォーマットファイル 

Ｍｏｔｏｒｏｌａ－Ｓ ： Ｍｏｔｏｒｏｌａ－Ｓフォーマットファイル 

Ｂｉｎａｒｙ  ： Ｂｉｎａｒｙデータ形式ファイル 

Ｔｅｘｔ  ： テキスト形式ファイル 

 

③書き込みファイル名： 

書き込みデータのファイルを入力します。 

 

④オフセットアドレス： 

書き込みデータに対するオフセットを指定します。ここで指定された値のアドレス値から書き込みを行います。 

データファイルタイプでバイナリもしくはテキストフォーマットが指定された場合に有効となります。 

 

⑤ □ アドレス範囲を有効とする： 

データの一部を書き込む場合に指定します。 

 

・先頭アドレス 

書き込むデータの開始アドレスを指定します。 

 

・終了アドレス 

書き込むデータの終了アドレスを指定します。 

 

⑥バイトオーダー： 

データ書き込み時の、バイトオーダーを指定します。 

 

・ビッグエンディアン 

   最上位バイトから順番にアドレスの昇順に格納されます。 

ＲＩＳＣ系ＣＰＵに使用されています。 

 

・リトルエンディアン 

   最下位バイトから順番にアドレスの昇順に格納されます。 

ＩＮＴＥＬ系ＣＰＵに使用されています。 

 

⑦ □ データ書き込み後、ベリファイを行う 

１バイト／ワードのデータ転送後、ベリファイ処理を行います。 

 

⑧動作 

フラッシュメモリに対する書き込み動作を指定します。 
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・セクタ消去＆プログラム 

 書き込み対象セクタの消去とプログラムを行います。 

 

・プログラムのみ 

 プログラムのみを行います。 

 

・チップ消去 

 チップの全データの消去を行います。 

 

 

（２）ポートの設定タブ 

 

図２．６．１－２ Ｆｌａｓｈ Ｍｅｍｏｒｙ 書き込みダイアログ［ポートの設定タブ］ 

①

・構

ターゲットボードに搭載されるフラッシュメモリの使用アドレスビット幅を選択します。 

 
・構

ターゲットボードに搭載されるフラッシュメモリのチップ数及びデータビット幅を選択します。 

 

構成の定義： 

成アドレスビット幅 

成アドレスビット幅 
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②ポートの設定 

ターゲットボードに搭載されるフラッシュメモリのピンが接続されているスキャンチェインデバイスのポートを指定します。

定する方法は以下のとおりです。 

 

Ｄを選択 

ータ、制御信号のいずれか）をクリックして選択 

（4）選択した項目の変更ボタンをクリック 

象となるフラッシュメモリのピンに接続される、スキャンチェインデバイスのインスタンスＩＤを指定します。 

象となるフラッシュメモリのピンに接続される、スキャンチェインデバイスのポートＩＤを指定します。 

択したフラッシュメモリに信号に対する接続対象（インスタンスＩＤ／ポートＩＤ）を変更します。 

択したフラッシュメモリに信号に対する接続対象を削除（未使用状態）します。 

存されたフラッシュメモリ接続情報からデータを読み込みます。 

ラッシュメモリ接続情報をファイルに保存します。 

 

指

（1）スキャンチェインデバイスのインスタンスＩ

（2）選択したインスタンスのポートＩＤを選択 

（3）フラッシュメモリ上の信号（アドレス、デ

 

インスタンスＩＤ 

対

 

ポートＩＤ 

対

 

選択した項目の変更 

選

 

選択した項目の削除 

選

 

Ｆｒｏｍ Ｆｉｌｅ．． 

保

 

Ｔｏ Ｆｉｌｅ．． 

フ
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（３）メモリ読み出しタブ 

 

図２．６．１－３ Ｆｌａｓｈ Ｍｅｍｏｒｙ 書き込みダイアログ［メモリの読み出しタブ］ 

み取りを開始する先頭アドレスを指定します。 

み取りを終了するアドレスを指定します。 

表示されるデータの単位は、ポートの設定タブ の 構成データビット幅 で指定したビット幅となります。 

 

 

①開始アドレス 

読

 

②終了アドレス 

読

 

 

※

 

 
91 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 

（４）オプションタブ 

 

図２．６．１－４ Ｆｌａｓｈ Ｍｅｍｏｒｙ 書き込みダイアログ［オプションタブ］ 

ドビューに処理状態を示すステータス出力を行います。主にデバッグ目的に使用します。通常はオフにしてくださ

。 

Ｆｉｌｅ オプション 

ｍチェックエラー時は処理を停止し

す。Ｓｕｍチェックを無視したい場合はこのチェックボックスをオフにしてください。 

した場合処理を停止します。規定外のレコードタイプを許容したい場合はこのチェックボックスをオ

にしてください。 

 

① □ コマンドビューにステータス出力を行う 

コマン

い

 

②Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ Ｆｏｒｍａｔ 

□ Ｓｕｍチェックを行う。 

Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ Ｆｏｒｍａｔ Ｆｉｌｅ の読み取り処理でレコードのＳｕｍチェックを行い、Ｓｕ

ま

 

□ 規定外のレコードタイプをエラーとする。 

Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒでは ００／０１／０２／０３／０４／０５ のレコ－ドタイプをサポートしています。これらの値以外の

レコードタイプを検出

フ
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③Ｍｏｔｏｒｏｌａ－Ｓ  

□ Ｓｕｍチェックを行う。 

Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ Ｆｏｒｍａｔ Ｆｉｌｅ の読み取り処理でレコードのＳｕｍチェックを行い、Ｓｕｍチェックエラー時は処理を停止し

す。Ｓｕｍチェックを無視したい場合はこのチェックボックスをオフにしてください。 

を停止します。規定外のレコードタイプを許容したい場合はこのチェック

ックスをオフにしてください。 

、処理を停止します。Ｓ５レコードのチェックのチェックを無視したい

合はこのチェックボックスをオフにしてください。 

の場合、

限ループに陥ることがあります。無限ループが発生した場合のタイムアウトするまでの回数を指定します。 

 

ま

 

□ 規定外のレコードタイプをエラーとする。 

Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒでは Ｓ０／Ｓ１／Ｓ２／Ｓ３／Ｓ５／Ｓ７／Ｓ８／Ｓ９ のレコ－ドタイプをサポートしています。これら

の値以外のレコードタイプを検出した場合処理

ボ

 

□ Ｓ５レコードのチェックを行う。 

Ｓ５レコードはそのレコードより前のＳ１／Ｓ２／Ｓ３ のレコ－ド数の合計を示します。Ｓ５レコードで示される値がＳ１／

Ｓ２／Ｓ３ のレコ－ド数の合計値と一致しない場合

場

 

④プラグラム実行時の無限ループ保護回数 

フラッシュメモリの書き込みは、シーケンサによるものなので、プログラムの実行時、読み取った値が不正な値

無
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２．６．２ ［ＥＥＰＲＯＭメモリ書き込み］コマンド 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリ書き込みツールを起動します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｒ 

 

 
（１）書き込み設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．６．２－１ 書き込み設定画面 
 

①データファイルを指定する： 
書き込みを行なうデータのファイルを指定します。このチェックボックスをオフにすると、書き込みデータ エディット

ボックスに入力したデータが有効となります。 
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②データファイルタイプ： 

ＥＥＰＲＯＭメモリに書き込むデータのファイルタイプを指定します。書き込みデータファイルは、Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ 、Ｍ

ｏｔｏｒｏｌａ－Ｓ 、Ｂｉｎａｒｙ ，Ｔｅｘｔ データフォーマットから選択します。 各フォーマットの詳細は、『８．２．１ 書き込

みファイルのタイプ』 を参照ください。 
 

③書き込みファイル名： 
ＥＥＰＲＯＭメモリに書き込むデータのファイル名を指定します。「②データファイルタイプ」で指定されたフォーマット

に基づいた読み込み処理がされます。 
 

④書き込みデータ： 
ＥＥＰＲＯＭメモリに書き込むデータを指定します。「①データファイルを指定する」チェックボックスをオフにするとで

有効になります。「⑤オフセットアドレス」で指定したアドレスを先頭としたアドレスで順番に書き込みが行われます。

データは、１６進数表記（先頭の０ｘは必要ありません）の空白で区切られた、８桁以内の ０～９、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、

Ｆ（ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ）の文字のみ認識可能となっています。又１文字入力は２桁として、３文字入力は４桁として、５

～７文字入力は、８桁として認識されます。 
 

⑤オフセットアドレス： 
書き込むデータのオフセットを指定します。「③書き込みファイル名」で指定したデータファイルから読み取ったデ

ータに対するアドレスに、ここで指定したオフセットアドレスを加算したアドレスにデータを書き込みます。Ｂｉｎａｒｙ形

式や、Ｔｅｘｔ形式のデータフォーマットのようにアドレス情報を持たないデータの書き込みをする場合に指定しま

す。 
 

⑥アドレス範囲： 
書き込みファイル名で指定したデータファイルから読み取ったデータの全てではなく、一部分のみの書き込みを行

なう場合、ここで範囲指定を行ないます。「④オフセットアドレス」で指定した値を加算したアドレスに対して範囲の

評価を行ないます。 
 

⑦バイトオーダー： 
１６ビット以上の複数バイト幅の書き込みを行なう際のバイトオーダーを指定します。ビッグエンディアンでは、最

上位のバイト（ＭＳＢ）から順番にアドレスの昇順（０→１→２→３→．．．．）に格納するような書き込みを行ない、リ

トルエンディアンでは、最小位のバイト（ＬＳＢ）から順番にアドレスの昇順（０→１→２→３→．．．．）に格納するよう

な書き込みを行ないます。 
 

３２ｂｉｔデータ構成の場合，ビッグエンディアンでは、データファイルの書き込みデータ４バイト（０ｘ１２ － ０ｘ３４ 

－ ０ｘ５６ － ０ｘ７８） は 
 

 ｂｉｔ３１－ｂｉｔ２４ ： ０ｘ１２ 
 ｂｉｔ２３－ｂｉｔ１６ ： ０ｘ３４ 
 ｂｉｔ１５－ｂｉｔ０８ ： ０ｘ５６ 
 ｂｉｔ０７－ｂｉｔ００ ： ０ｘ７８ 

の順に格納されます。 
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３２ｂｉｔデータ構成の場合，リトルエンディアンでは、データファイルの書き込みデータ４バイト（０ｘ１２ － ０ｘ３４ 

－ ０ｘ５６ － ０ｘ７８） は 
 

 ｂｉｔ３１－ｂｉｔ２４ ： ０ｘ７８ 
 ｂｉｔ２３－ｂｉｔ１６ ： ０ｘ５６ 
 ｂｉｔ１５－ｂｉｔ０８ ： ０ｘ３４ 
 ｂｉｔ０７－ｂｉｔ００ ： ０ｘ１２ 

の順に格納されます。一般的にＲＩＳＣ系ＣＰＵでは、ビッグエンディアンが、Ｉｎｔｅｌ系ＣＰＵでは、リトルエンディアン

が採用されています。 
 

⑧データ書き込み後のベリファイ： 
このチェックボックスをオンにすると、書き込みワード単位（ページモードの時はページ単位）に読み出しを行ない、

書き込みの確認を行います。 
 

⑨動作： 
チップ消去＆プログラム ： チップ全体の消去を実行した後、データの書き込みを行ないます。 
プログラムのみ ： 対象範囲のデータの書き込みを行ないます。 
チップ消去 ： チップ全体の消去を行ないます。 

 
⑨書き込み禁止コマンド送信： 

ＳＰＩ，ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ デバイスのＷｒｉｔｅＥｎａｂｌｅ コマンドを送信します。Ｉ２Ｃデバイスでは、無効となります。 
 

⑩書き込み禁止解除コマンド送信： 
ＳＰＩ，ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ デバイスのＷｒｉｔｅＤｉｓａｂｌｅ コマンドを送信します。。Ｉ２Ｃデバイスでは、無効となります。 
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（２）ポートの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．６．２－２ ポート設定画面 
 

①インスタンス ID／ポート ID： 
ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの各信号が接続される、バウンダリスキャンチェインデバイスのインスタンス ID とポート

ID を指定します。接続されるＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの種別により、対応した信号名が表示されます（ＥＥＰＲＯ

Ｍメモリデバイスの種別は、『デバイス設定』タブで指定します）。表示される信号名は、以下のようになります。 
 
（１）Ｉ２Ｃ 

ＳＣＬ ： クロック信号。双方向信号です。必須指定です。 
ＳＣＤ ： データ信号。双方向信号です。必須指定です。 
Ｐｒｏｔｅｃｔ ： ライトプトレクト信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。オプションです。 

 
（２）ＳＰＩ 

ＳＣＫ ： クロック信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイスへの信号です。必須指定です。 
ＣＳ ： データ信号。双方向信号です。ＰＣ－＞ターゲットデバイスへの信号です。必須指定です。 
ＳＩ ： データ信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。必須指定です。 
ＳＯ ： データ信号。ターゲットデバイス－＞ＰＣ方向の信号です。必須指定です。 
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Ｐｒｏｔｅｃｔ ： ライトプトレクト信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。オプションです。 
Ｈｏｌｄ ： ホールド信号ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。オプションです。 

 
（３）Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ 

ＳＫ ： クロック信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイスへの信号です。必須指定です。 
ＣＳ ： データ信号。双方向信号です。ＰＣ－＞ターゲットデバイスへの信号です。必須指定です。 
ＳＩ ： データ信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。必須指定です。 
ＳＯ ： データ信号。ターゲットデバイス－＞ＰＣ方向の信号です。必須指定です。 
Ｐｒｏｔｅｃｔ ： ライトプトレクト信号。ＰＣ－＞ターゲットデバイス方向の信号です。オプションです。 

 
☆ＣｈｉｐＳｅｌｅｃｔ信号プロパティ： 

②ＣＳ信号負論理 
チップセレクト信号をもつデバイス（ＳＰＩ、Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）のＣＳ信号線の論理を設定します。チップセレクト信号が

負論理の場合このチェックボックスをオンにします。 
 

☆Ｐｒｏｔｅｃｔ信号プロパティ： 
③Ｐｒｏｔｅｃｔ信号がスキャンチェインに接続されている。 

ターゲットデバイスのＰｒｏｔｅｃｔ信号がスキャンチェインに接続されている場合このチェックボックスをオンにしま

す。データの書き込み実行時、Ｐｒｏｔｅｃｔ信号を制御して、書き込み可能状態とします。 
 
④Ｐｒｏｔｅｃｔ信号負論理 

プトテクト信号線の論理を設定します。Ｐｒｏｔｅｃｔ信号が負論理の場合このチェックボックスをオンにします。 
 

☆Ｈｏｌｄ信号プロパティ： 
⑤Ｈｏｌｄ信号がスキャンチェインに接続されている。 

ターゲットデバイス（ＳＰＩ）のＨｏｌｄ信号がスキャンチェインに接続されている場合このチェックボックスをオンにし

ます。データの書き込み実行時、Ｈｏｌｄ信号を制御して、書き込み可能状態とします。 
 
⑥Ｈｏｌｄ信号負論理 

ホールド信号線の論理を設定します。Ｈｏｌｄ信号が負論理の場合このチェックボックスをオンにします。 
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（３）メモリ読み出し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．６．２－３ メモリ読み出し画面 
 

①開始アドレス／終了アドレス： 
ＥＥＰＲＯＭメモリの読み出し開始アドレスと終了アドレスを指定します。 

 
②読み込み： 

読み込みボタンをクリックすると、ＥＥＰＲＯＭメモリからデータの読み込みを行ないデータの表示を行ないます。読

み込み実行中は、［中止］に表示が変わります。読み込み実行中に、［中止］ボタンをクリックすると、処理が中止

されます。 
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（４）デバイス設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．６．２－４ デバイス設定画面 
 
 

①デバイスファイルの読み取り： 
書き込みを行なうＥＥＰＲＯＭメモリのデバイスファイルを指定します。デバイスファイルは、デバイスの制御情報が

記述されているテキストファイルです。読み取られたパラーメータは、以下のパラメータに反映されます。 

最新のデバイスファイルは弊社ホームページからダウンロードするか、担当窓口にお問い合わせください。。 

 
②構成 ｂｉｔ幅（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 

ワードデータのビット幅を指定します。 

 
③ワード数（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 

ワード数を指定します。 
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④Ｓｌａｖｅアドレス（Ｉ２Ｃ）： 

Ｉ２Ｃデバイスのヘッダデータ（デバイスコードとスレーブアドレス）を指定します。その文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が

使用されます。又文字数は、７Ｂｉｔアドレスフォーマットの時は７文字、１０ビットアドレスフォーマットのときは１０文

字で構成されます。 

Ｓｌａｖｅ Ａｄｄｒｅｓｓ 定義 ：  
０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： スレーブアドレス（アドレスピンと比較） 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 
＊ ： 拡張アドレス設定 

 
⑤アドレスバイト数（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ）： 

ワードアドレスのバイト数を指定します。 

 
⑥ページサイズ（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 

ＥＥＰＲＯＭデバイスが、ページアクセスをサポートしている場合、ページサイズをバイト数で指定します。ページア

クセスをサポートしていない場合は、データワード数のバイト数を設定します（８ｂｉｔデータであれば１、１６ｂｉｔデータ

であれば２を設定）。 

 
⑦Ｔａｒｇｅｔ Ｃｏｄｅ（Ｉ２Ｃ）： 

アクセスする、ターゲットデバイスのスレーブアドレスを設定します。ＳｌａｖｅＡｄｄｒｅｓｓの“Ａ”（又は“ａ”）で定義され

たビットにここで設定された値が出力されます。 

 
⑧Ｗｒｉｔｅ Ｔｉｍｅ（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 

ＥＥＰＲＯＭデバイスの書き込み時間をｍｓｅｃ単位で設定します。ＥＥＰＲＯＭの書き込みは、データ書き込み後、

次のデータを書き込むまで一定時間、間隔を空ける必要があります。ＰｏｗｅｒＤｅｂｕｇｇｅｒがデバイスにアクセスす

る際、アクセスとアクセスの間に何もしない状態を出力します（ＮＯＰ処理と呼んでいます）。通常、このＮＯＰ処理

でソフトウェア処理でＷｒｉｔｅＴｉｍｅを満足しますが、デバイスのＷｒｉｔｅＴｉｍｅ が短い場合や、高速なアクセスポート

を使用した場合、ＮＯＰによる書き込み待ち合わせ時間がＷｒｉｔｅＴｉｍｅ［ｍｓｅｃ］より短くなる場合があります。この

場合処理を、継続すると、正常に書き込みが行われない場合があります。この場合、オプションタブの 『Ｉ２Ｃオプ

ション書き込み確認実行』をチェックするか、オプションタブの 『ＮＯＰステートの幅』 の設定を大きくしてください。 

 
⑨Ｐｒｏｔｅｃｔ信号あり（Ｉ２Ｃ，ＳＰＩ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 

ターゲットデバイスが ＷｒｉｔｅＰｒｏｔｅｃｔ 機能を制御するための信号を持っている場合、このチェックボックスを有効

とします。スキャンチェインデバイスに接続されているかどうかは、『ポートの設定』タブ「Ｐｒｏｔｅｃｔ信号プロパティ」

で設定します。 
 

⑩Ｈｏｌｄ信号あり（ＳＰＩ）： 
ターゲットデバイスが Ｈｏｌｄ 機能を制御するための信号を持っている場合、このチェックボックスを有効とします。
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スキャンチェインデバイスに接続されているかどうかは、『ポートの設定』タブ「Ｈｏｌｄ信号プロパティ」で設定しま

す。 
 

⑪連続読み出し対応（Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）： 
ターゲットデバイス（Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）が デバイス内部のアドレスオートインクリメント機能を持っており、連続読み出し

が可能な場合、このチェックボックスをオンにします。 
 

⑫インスラクションセット定義 
 

Ｗｒｉｔｅ ： 書き込みインストラクションセットを指定します。必須指定です。 
Ｒｅａｄ ： 読み出しインストラクションセットを指定します。必須指定です。 
Ｅｒａｓｅ ： データ消去インストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＷｒｉｔｅＳＲ ： ステータスレジスタ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＲｅａｄＳＲ ： ステータスレジスタ読み出しインストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＷｒｉｔｅＡＬＬ ： チップ全体同一データ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＥｒａｓｅＡＬＬ ： チップ全体データ消去インストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＰａｇｅＷｒｉｔｅ ： ページ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＷｒｉｔｅＥｎ ： 書き込み許可インストラクションセットを指定します。オプションです。 
ＷｒｉｔｅＤｓ ： 書き込み禁止インストラクションセットを指定します。オプションです。 
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（５）オプション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．６．２－５ オプション設定画面 
 

①コマンドビューにステータス出力を行なう： 
フラッシュメモリのアクセスシーケンスログを表示します。正常に書き込みが出来ない時等、デバッグ時に使用しま

す。 

 
②エラーのポップアップ出力を行なう： 

フラッシュメモリのアクセス時、エラーが発生すると、ポップアップ表示を行ない、処理を一時停止します。 

 
③Ｉｎｔｅｌ－ＨＥＸ フォーマットファイル オプション： 

Ｓｕｍチェックを行なう。 ： 各レコード毎にチェックサムを計算し、レコード最後尾のＣｈｋＳｕｍ値

との比較を行ないます。 
規定外のレコードタイプをエラーとする。 ： ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ 以外のレコードタイプを検出すると、エラ

ーを出力します。 

詳細は、ユーザーズマニュアル『８．２．１ 書き込みファイルのタイプ』 を参照ください。 
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④Ｍｏｔｏｒｏｌａ－Ｓフォーマットファイル オプション： 

 
Ｓｕｍチェックを行なう。 ： 各レコード毎にチェックサムを計算し、レコード最後尾のＣｈｋＳｕｍ値

との比較を行ないます。 
規定外のレコードタイプをエラーとする。 ： Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ Ｓ５ Ｓ７ Ｓ８ Ｓ９ 以外のレコードタイプを

検出すると、エラーを出力します。 

Ｓ５レコードのチェックを行なう。 ： Ｓ５レコードはＳ１／Ｓ２／Ｓ３レコードのレコード数の定義を行ないま

す。Ｓ１／Ｓ２／Ｓ３レコードの数をカウントし、Ｓ５レコードの値と比較

を行ないます。 

 
詳細は、『８．２．１ 書き込みファイルのタイプ』 を参照ください。 

 
⑤書き込み確認保護時間： 

ＥＥＰＲＯＭデバイス（Ｉ２Ｃ，Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ）プログラム実行時、データの書き込み確認を実行する際のタイムアウト時

間を設定します。Ｉ２Ｃ デバイスプでは、Ａｃｋの応答確認を、Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅデバイスでは、ＳＤＯ信号からの書き込み

完了フラグの確認を行います。ＳＰＩデバイスは、書き込み完了を示すフラグを持たないため、デバイス設定の「Ｗｒ

ｉｔｅ Ｔｉｍｅ」で定義されている時間の待ち合わせを行う必要があります。書き込み完了の待ち合わせ時間は、⑥

「ＮＯＰステートの幅」で指定します。 

 
⑥ＮＯＰステートの幅： 

ＮＯＰステートとは、ＥＥＰＲＯＭデバイスへのアクセスの前後に挿入される、無効データをさします。ＳＰＩデバイス

は、書き込み完了を示すフラグを持たないため、デバイス設定の「Ｗｒｉｔｅ Ｔｉｍｅ」で定義されている時間の待ち合

わせを行う必要があります。待ち合わせ時間の調整はＮＯＰステートの幅を設定することにより、書き込みアクセ

スの間隔を調整することにより実現します。 

 

Ｗｒｉｔｅ／Ｒｅａｄ Ｓｅｑｕｅｎｃｅ 

Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｔ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｔ 

Ｗｒｉｔｅ／Ｒｅａｄ Ｓｅｑｕｅｎｃｅ 

ＮＯＰ 

ステート 

ＮＯＰ

ステート

ＮＯＰ

ステート

ＮＯＰ 

ステート 

ＷｒｉｔｅＴｉｍｅ 

＞ ＷｒｉｔｅＴｉｍｅとな

るようにＮＯＰステー

トの幅を調整する。

図２．６．２－６ ＮＯＰステート 
 

ＮＯＰステートによるアクセス間隔がＷｒｉｔｅＴｉｍｅより短くなる場合、以下のような警告メッセージを出力します。 
「Ｓｙｓｔｅｍ Ｍｅｓｓａｇｅ！！ ＮＯＰによる書き込み待ち合わせ時間が ｒｉｔｅＴｉｍｅ[ｍｓｅｃ] り短い可能性があります。

処理を継続しますか？」 
「はい」を選択すると、正常に書き込みができない可能性があります。 
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☆Ｉ２Ｃオプション 
⑦ページ書き込みモード： 

このチェックボックスをオンにすると、ページ書き込みに対応しているデバイスでは、データ書き込み時、ページ書

き込みを実行します。このチェックボックスがオフの場合は、ワード単位での書き込みを実行します。 
 

⑧連続読み出しモード： 
このチェックボックスをオンにすると、データ読み出し時、連続読み出しモードでデータの読み出しを行います。こ

のチェックボックスがオフの場合は、ワード単位にデータの読み出しを行います。 
 

⑨書き込み確認実行： 
Ｉ２Ｃデバイスのデータ書き込み時、データ書き込みアクセス後、Ａｃｋの応答確認を実行することで、データの書き

込み確認を行います。このチェックボックスをオフにすると、Ａｃｋの応答確認のアクセスが省略されるため、書き込

み速度が向上しますが、⑥「ＮＯＰステートの幅」を調整してアクセス間隔 ＷｒｉｔｅＴｉｍｅ 以上になるようにしなけ

ればなりません。 
 

☆ＳＰＩオプション 
⑩ステータスレジスタ読み出し： 

ステータスレジスタのデータ読み出し処理を実行し、読み出したデータのポップアップ表示を行います。 

 
⑪ステータスレジスタ書き込み： 

設定された書き込みデータのステータスレジスタへの書き込み処理を実行します。 

 
⑫書き込み前に自動的に書き込み可能状態とする： 

このチェックボックスをオンにすると、書き込み処理を実行する前に自動的に書き込み許可コマンドを実行し、デバ

イスを書き込み可能状態にした後、データの書き込みを行います。書き込み禁止状態にあるデバイスでも、データ

の書き込みが実行されるので、注意が必要です。 

 
⑬書き込み後に自動的に書き込み禁止状態とする： 

データの書き込み処理後、書き込み禁止コマンドを実行して、デバイスを書き込み禁止状態にします。 

 
⑭ページ書き込みモード： 

このチェックボックスをオンにすると、ページ書き込みに対応しているデバイスでは、データ書き込み時、ページ書

き込みを実行します。このチェックボックスがオフの場合は、ワード単位での書き込みを実行します。 
 

⑮連続読み出しモード： 
このチェックボックスをオンにすると、データ読み出し時、連続読み出しモードでデータの読み出しを行います。こ

のチェックボックスがオフの場合は、ワード単位にデータの読み出しを行います。 
 

☆Ｍｉｃｒｏｗｉｒｅ オプション 
⑯書き込み前に自動的に書き込み可能状態とする： 

このチェックボックスをオンにすると、書き込み処理を実行する前に自動的に書き込み許可コマンドを実行し、デバ
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イスを書き込み可能状態にした後、データの書き込みを行います。書き込み禁止状態にあるデバイスでも、データ

の書き込みが実行されるので、注意が必要です。 

 
⑰書き込み後に自動的に書き込み禁止状態とする： 

データの書き込み処理後、書き込み禁止コマンドを実行して、デバイスを書き込み禁止状態にします。 

 
⑱読み取り時もＰｒｏｔｅｃｔ信号を解除する： 

一部のＭｉｃｒｏｗｉｒｅデバイスには、データ読み取り時、Ｐｒｏｔｅｃｔ信号を解除する必要があるものがあります。このよ

うなデバイスの場合、このチェックボックスをオンにします。 
 

⑲ページ書き込みモード： 
このチェックボックスをオンにすると、ページ書き込みに対応しているデバイスでは、データ書き込み時、ページ書

き込みを実行します。このチェックボックスがオフの場合は、ワード単位での書き込みを実行します。 
 

⑳連続読み出しモード： 
このチェックボックスをオンにすると、データ読み出し時、連続読み出しモードでデータの読み出しを行います。こ

のチェックボックスがオフの場合は、ワード単位にデータの読み出しを行います。 
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２．６．３ ［プロジェクトパラメータ］コマンド 
 

プロジェクトに関するパラメータを設定します。プロジェクトの作成後、プロジェクト固有の情報をこのダイアログで設定

します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｐ 

 

 

（１）基本タブ 

 

図２．６．３－１ プロジェクト設定ダイアログ［基本タブ］ 

 

①Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｎａｍｅ： 

プロジェクト名を入力します。 

 

②Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｒｙ 

プロジェクトのワークスペースディレクトリをフルパスで指定します。新規ディレクトリの場合はディレクトリが作成されま

す。作業ファイルや、各種出力ファイルはこのディレクトリに出力されます。 
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③ＥＤＩＦ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

デフォルトで使用するＥｄｉｆファイルを指定します。（Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙの下に保存されていなければなりません。）試

験パターンの生成等は、この回路情報を元に作成されます。 

 

④ □ ＥＤＩＦファイルを使用しない 

Ｅｄｉｆ ファイルを使用しないで試験を行います。この場合、ボードのベクタ試験（スキャンチェインデバイス間のネット試

験）はできません。又スキャンチェインをマニュアルで設定する必要があります。 

 

⑤Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｐｏｒｔ Ｎａｍｅ： 

Ｅｄｉｆで指定されているバウンダリスキャンテスト制御信号のポート名を指定します。 

 

⑥仮想ポートを使用する 

バウンダリスキャンテスト制御信号はＥｄｉｆ内で、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されている必要があります。しかし、回

路図上でコネクタが部品扱いの場合、Ｅｄｉｆのトップセルのポートに指定されない場合があります。このような場合、回路

図上のピンを指定することでＥｄｉｆを変更することなく、バウンダリスキャンテスト制御信号を指定することができます。 
 

・ＴＣＫ ： Ｅｄｉｆ内の、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されているＴＣＫ信号の名称を指定します。 

・ＴＭＳ ： Ｅｄｉｆ内の、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されているＴＭＳ信号の名称を指定します。 

・ＴＤｉ ： Ｅｄｉｆ内の、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されているＴＤｉ信号の名称を指定します。 

・ＴＤｏ ： Ｅｄｉｆ内の、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されているＴＤｏ信号の名称を指定します。 
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（２）ＢＳＤＬタブ 

 

図２．６．３－２ プロジェクト設定ダイアログ［ＢＳＤＬタブ］ 

 

①ＢＳＤＬ Ｄｉｒｅｃｔｒｙ： 

ＢＳＤＬファイルが保存されているディレクトリをフルパスで指定します。 
 

ＢＳＤＬ１：ＢＳＤＬ１ディレクトリのパスを指定します。ＢＳＤＬ１ディレクトリはプロジェクト内でローカルに使用するＢ

ＳＤＬファイルを格納します。 

 

ＢＳＤＬ２：ＢＳＤＬ２ディレクトリのパスを指定します。ＢＳＤＬ２ディレクトリはプロジェクト間で共通に使用するＢＳＤＬ

ファイルを格納します。 

 

②ＤＣＦ Ｄｉｒｅｃｔｒｙ： 

ＢＳＤＬ１、ＢＳＤＬ２ディレクトリ内のＢＳＤＬファイルを変換したＤＣＦファイルの格納ディレクトリをフルパスで指定しま

す。 
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（３）出力ファイルタブ 

 

図２．６．３－３ プロジェクト設定ダイアログ［出力ファイルタブ］ 

のみオンにしてください。

合によっては大きなファイルが出力されることになり実行速度が低下する場合があります。 

ｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒの動作状態を示す履歴ファイルです。Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗに表示された情報が保存

れています。 

②

Ｐａｒｔｓ Ｄｅｆｉｎｅ Ｆｉｌｅ はプロジェクト内に読み込んだＤＣＦファイルの解析情報を示すファイルです。 

ｆファイルを解析して得られるスキャンチェイン情報（バウンダリスキャンデバイス間の接続

報）を示すファイルです。 

Ｌｉｓｔ Ｆｉｌｅ はスキャンネット情報（スキャンチェインデバイス間で接続されている信号の情報）を示すファイルで

す。 

 

プロジェクトディレクトリ下にあるファイルを指定した場合はファイル名のみを、プロジェクトディレクトリ以外のディレクト

リにあるファイルを指定した場合はフルパスで表示されます。Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒから出力される各種ファイルのオン

／オフとそのファイル名を指定します。これらの出力ファイルのオン／オフ設定は必要な場合に

場

 

① □ ＬＯＧ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

ＬＯＧ Ｆｉｌｅ はＰｏ

さ

 

 □ Ｐａｒｔｓ Ｄｅｆｉｎｅ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

 

③ □ Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｆｉｌｅ はＥｄｉ

情

 

④ □ Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｎｅｔ 
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⑤ □ Ｉｎｆｒａ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｉｎｆｒａ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ はインフラ試験のためのテストパターンを示すファイルです。 

 

⑥ □ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ はベクタ試験のためのテストパターンを示すファイルです。 

 

⑦ □ Ｓｉｎｇｌｅ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｓｉｎｇｌｅ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｆｉｌｅ は単体試験のためのテストパターンを示すファイルです。 

 

⑧ □ Ｒｅｓｕｌｔ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

ターゲットボードに対する試験結果の情報を示すファイルです。 

 

 

（４）入力ファイルタブ 

 

プロジェクトディレクトリ下にあるファイルを指定した場合はファイル名のみを、プロジェクトディレクトリ以外のディレクト

リにあるファイルを指定した場合はフルパスで表示されます。 

 

Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒに入力するオプションファイルのオン／オフとそのファイル名を指定します。これらの出力ファイル

のオン／オフ設定は必要な場合にのみオンにしてください。 

 

図２．６．３－４ プロジェクト設定ダイアログ［入力ファイルタブ］ 
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① □ Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｓｅｔ Ｆｉｌｅ Ｎａｍｅ： 

Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｓｅｔ Ｆｉｌｅ はスキャンチェインを構成するインスタンス名を自動生成ではなく、マニュアルで指定する

場合に用います。その構文は ｉｎｓｔＤｅｆ 文に続いてスキャンチェインを構成するインスタン名を記述します。 

 

 

 Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｓｅｔ Ｆｉｌｅ例： 

// 
// Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｓｅｔ Ｆｉｌｅ 
// 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ５ 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ７ 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ１０ 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ１２ 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ２２ 
ｉｎｓｔＤｅｆ ＩＣ２３ 
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２．６．４ ［オプション］コマンド 
 

オプションパラメータを設定します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ｔ 

 

 

（１）全体タブ 

 

図２．６．４－１ オプションダイアログ［全体タブ］ 

 

 

① □ 前回終了時のプロジェクトを開く 
このチェックボックスをオンにすると、アプリケーション立ち上げ時、前回終了した時点でのプロジェクトをオープンしま

す。 
 
② □ 以前のウィンドウ状態で開く 
このチェックボックスをオンにすると、プロジェクトのオープン時、保存されたウィンドウ位置状態でオープンします。ウィ

ンドウ位置を保存するには、このオプションをチェックして、プロジェクトの保存を実行します。 
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③ □ プログラムの起動時にログファイルを初期化する 
このチェックボックスをオンにすると、プログラムの起動時にログファイルを初期化します。チェックボックスがオン時は

ログファイルにはログが蓄積されます。 
 
④ □ 結果表示の部品リスト文字数 
Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ内の試験結果パターンの表示時、部品名の文字数を設定します。デフォルトは８です。 
 
⑤ □ 結果表示のピンリスト文字数 
Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗ内の試験結果パターンの表示時、ピン名の文字数を設定します。デフォルトは８です。 
 

⑥ □ ＤＣＦピン名フィルタを有効にする。 

このチェックボックスをオンにすると、ＤＣＦピン名フィルタが有効になります。 
 

⑦ □ 試験時のデバイスの出力/入力ピン状態をＣｏｍｍａｎｄＶｉｅｗに表示する。 

このチェックボックスをオンにすると、バウンダリスキャン試験時、デバイスの出力/入力ピン状態及び期待値を

CommandView に表示します。試験パターンが大きい時、このチェックボックスをオンにして、デバイスの出力/入力ピ

ン状態を表示すると、表示に時間がかかる場合があります。量産試験時には、このチェックボックスをオフにすることで、

試験時間の短縮を図ることができます。 
 

⑧ □ 試験結果ダイアログを表示する。 

このチェックボックスをオンにすると、インフラ試験、ベクタ試験の判定結果ダイアログを表示します。 
 

 
114 Ｄｅｂｕｇ ＳｏｌｕｔｉｏｎｓＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 

（２）仮想ポートタブ 

 

図２．６．４－２ オプションダイアログ［仮想ポートタブ］ 

 

 

① □ 仮想ポートを使用する 
バウンダリスキャンテスト制御信号はＥｄｉｆ内で、トップセルのＰｏｒｔ文の中で指定されている必要があります。しかし、回

路図上でコネクタが部品扱いの場合、Ｅｄｉｆのトップセルのポートに指定されない場合があります。このような場合、回

路図上のピンを指定することでＥｄｉｆを変更することなく、バウンダリスキャンテスト制御信号を指定することができます。

このチェックボックスの値は［ツール］－［プロジェクトパラメータ］基本タブでの値とリンクしています。 
 
② □ ＴＣＫ ： 部品インスタンス名 
ＴＣＫ制御信号の部品インスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった後

に表示されます。 
 
③ □ ＴＣＫ ： ポートインスタンス名 
ＴＣＫ制御信号のポートインスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった

後、ＴＣＫ制御信号の部品インスタンス名を選択すると表示されます。 
 
④ □ ＴＭＳ ： 部品インスタンス名 
ＴＭＳ制御信号の部品インスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった

後に表示されます。 
 
⑤ □ ＴＭＳ ： ポートインスタンス名 
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ＴＭＳ制御信号のポートインスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった

後、ＴＭＳ制御信号の部品インスタンス名を選択すると表示されます。 
 
⑥ □ ＴＤｉ ： 部品インスタンス名 
ＴＤｉ制御信号の部品インスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった後

に表示されます。 
 
⑦ □ ＴＤｉ ： ポートインスタンス名 
ＴＤｉ制御信号のポートインスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった

後、ＴＤｉ制御信号の部品インスタンス名を選択すると表示されます。 
 
⑧ □ ＴＤｏ ： 部品インスタンス名 
ＴＤｏ制御信号の部品インスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった後

に表示されます。 
 
⑨ □ ＴＤｏ ： ポートインスタンス名 
ＴＤｏ制御信号のポートインスタンス名を指定します。ドロップダウンリストの値は、Ｅｄｉｆファイルの読み込みを行なった

後、ＴＤｏ制御信号の部品インスタンス名を選択すると表示されます。 
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（３）ＥＤＩＦタブ 

 
図２．６．４－３ オプションダイアログ［ＥＤＩＦタブ］ 

ｅｎａｍｅされた名前を使用するかどうかを設定します。 

セル名にＲｅｎａｍｅ されたＥＤＩＦ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ 名が使用されている場合に、このチェックボックスをオンにしま

。 

ａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。このチェックボックス

、設定できません。 

名をＢＳＤＬ（ＤＣＦ）で使用されるコンポーネント名に合わせ込んでいる場合に、このチェ

クボックスをオンにします。 

ＩＥＷ 名が Ｒｅｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。 

 

 

Ｒ

 

① □ ＥＤＩＦ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ 
ＥＤＩＦ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ 名が Ｒｅｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。 
トップ

す

 
② □ ＬＩＢＲＡＲＹ 
ＬＩＢＲＡＲＹ 名が Ｒｅｎ

は

 
③ □ ＣＥＬＬ 
ＣＥＬＬ 名が Ｒｅｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。 
ＥＤＩＦ（回路ＣＡＤ）でデバイス

ッ

 
④ □ ＶＩＥＷ 
Ｖ
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⑤ □ ＩＮＳＴＡＮＣＥ 
ＩＮＳＴＡＮＣＥ 名が Ｒｅｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。 

ｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。このチェックボックスは、設

できません。 

のピン名をＢＳＤＬ（ＤＣＦ）で使用されるポート名に合わせ込んでいる場合に、このチェッ

ボックスをオンにします。 

ンです。尚、Ｖｅｒ１．３Ｒｅｖ０２以前に変換されたＤＣＦファイルを用いる場

は、このチェックボックスをオフにします。 

（４）生成＆試験タブ 

 

図２．６．４－４ オプションダイアログ［生成＆試験タブ］ 

 
⑥ □ ＮＥＴ 
ＮＥＴ 名が Ｒｅ

定

 
⑦ □ ＰＯＲＴ 
ＰＯＲＴ 名が Ｒｅｎａｍｅ されている場合、Ｒｅｎａｍｅ された名前を用いて処理を行います。 
ＥＤＩＦ（回路ＣＡＤ）でデバイス

ク

 
⑧ □ ＳｔｒｉｎｇＴｏｋｅｎ のダブルクォーテーションマーク（“）を取り除く 
このチェックボックスをオンにすると、ＥＤＩＦのＳｔｒｉｎｇＴｏｋｅｎ（セルやポートの定義名）のダブルクォーテーションを自動

的に取り除いて評価を行います。デフォルトオ

合
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① □ ＡＬＬ”Ｌ”試験を行なう 
このチェックボックスをオンにすると、テストパターン生成、及び試験の実行でＡＬＬ”Ｌ”試験を実行します。 

のチェックボックスをオンにすると、テストパターン生成、及び試験の実行でＡＬＬ”Ｈ”試験を実行します。 

間のＮｏ Ｏｐｅｒ

ｔｉｏｎ状態で、ＴＣＫ，ＴＭＳ，ＴＤｉ，ＴＤｏの各信号は全て”Ｈ”となります。デフォルト値は ”８” です。 

ンスにあって

ＴＭＳを５ＣＬＫ以上”Ｈ”に保つことでＴｅｓｔ－Ｌｏｇｉｃ－Ｒｅｓｅｔステートにたどり着くようになっています。 

ります。このような回路を使用している場合で、エラー出力を回避する場

は、このチェックボックスをオフにします。 

て扱い、直列に挿入

れている２ピン部品は無視してスキャンチェイン及びスキャンネットを作成することができます。 

オンにすると、シリアル接続された２ピンの

品も無視対象としてスキャンチェイン及びスキャンネットを作成します。 

ピンの属性（ ｉｎ ｜ ｏｕｔ ｜ ｏｕｔｚ ｜ ｉｎｏｕｔ ）

比較を行い、異なる場合はワーニングメッセージを出力します。 

 
② □ ＡＬＬ”Ｈ”試験を行なう 
こ

 
 
③ Ｎｏｐステートの幅 
Ｎｏｐステートの幅をクロック数で指定します。Ｎｏｐステートは、バウンダリスキャン試験の各シーケンス

ａ

 
④ Ｔｅｓｔ－Ｌｏｇｉｃ－Ｒｅｓｅｔの幅 
Ｔｅｓｔ－Ｌｏｇｉｃ－ＲｅｓｅｔステートでのＴＭＳの”Ｈ”の幅をクロック数で指定します。ＴＲＳＴ信号をサポートしていないデバ

イスはＴｅｓｔ－Ｌｏｇｉｃ－ＲｅｓｅｔステートでＴＡＰコントローラをリセットします。ＴＡＰコントローラはどのシーケ

も

 
⑤ □ 出力イネーブル付きのピンからデータを出力する 
このチェックボックスをオンにすることで、出力イネーブル付きのピンに対してもデータを出力します。複数の出力ポート

に共通の出力イネーブルで制御するデバイスを用いて、ワイヤードＯＲを構成している場合、出力信号が確定できない

ため、ベクタ試験でエラーになる可能性があ

合

 
⑥ □ ２ピン部品を受動素子とする 
スキャンチェイン及びスキャンネットの作成は、Ｅｄｉｆで定義されている全てのネットからその接続を検索します。そのた

め、スキャンチェインデバイス間にダンピング抵抗やロジックが含まれていると、スキャンネットとは認識されません。し

かしダンピング抵抗などの受動素子は論理には関係せず、バウンダリスキャン試験では無視することができます。Ｐｏ

ｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒでは、スキャンチェイン及びスキャンネット作成時、２ピンの部品は受動素子とし

さ

 
⑦ □ シリアル接続された２ピンの部品も対象とする。 
『２ピン部品を受動素子とする』 を有効とした場合、このチェックボックスを

部

 

⑧ □ ピン属性のチェックを行なう。 
このチェックボックスをオンにすることで、テストパターン作成時、Ｅｄｉｆファイルで定義されているポートの属性（ ＩＮＰＵ

Ｔ ｜ ＯＵＴＰＵＴ ｜ ＩＮＯＵＴ ）とＤＣＦファイルで定義されている

の

 
⑨ □ ＤＣＦファイルでＳａｆｅＢｉｔが有効なピンも試験対象とする 
双方向バッファの方向制御ピンのような入出力ピンの方向制御を行なうピンを試験対象にした場合、外部から入力さ

れた値により、対応する入出力ピンの方向制御が変化し、バスコンフリクトを起こす可能性があります。このため、ＢＳ
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ＤＬファイルでＳａｆｅ Ｂｉｔが設定され、ｃｏｎｔｒｏｌ信号でない場合は、強制的にＳａｆｅ Ｂｉｔを設定し、バスコンフリクトをおこ

さないようにしています。しかしこのチェックボックスをオンにすることで、Ｓａｆｅ Ｂｉｔが設定され、ｃｏｎｔｒｏｌ信号でないピ

ンに対してもバウンダリキャン対象とします。この場合、バスコンフリクトを起こし、バウンダリスキャン試験でエラーが

生する可能性があります。 

ｅｓｕｌｔ Ａｎａｌｙｚａｔｉｏｎ”の項目に部品

のオプションを選択した場合、エラー数が多いと、処理時間が長くなる可能性があります。 

 □ 生成パターンにコメントを出力する 

量に消費し、又出力されるファイルも大きくなる可

性があります。デバッグ時の必要な場合のみオンにして下さい。 

（５）印刷タブ 

 
図２．６．４－５ オプションダイアログ［印刷タブ］ 

ューの印刷設定を行います。 

発

 
⑩ □ 結果の厳密なチェックを行う 
このチェックボックスをオンにすると、試験結果の解析時、エラーとなったネットが他のネットにショートしている可能性

があると判断した場合、他のスキャンネットの試験結果パターンとの比較を行うことにより、ショートしている可能性の

あるネットを検索します。一致したパターンを検出すると、Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗ の”Ｒ

（インスタンス）ＩＤとポート名を表示します。比較範囲はスキャンネットのみです。 
こ

 

⑪

 
このチェックボックスをオンにすると、パターンファイル出力時、コメントを付けて出力します。すべてのパターンにコメン

トが生成されるため、生成パターンデータが大きい場合、メモリを大

能

 

 

 

ビ
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①Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ Ｖｉｅｗ の印刷設定 

 

ヘ 設定

 

□ ページ番号 ： フッタ中央にページ番号を印刷します。 
 

  枠幅  ： 印刷領域端からのフレーム枠の幅を指定します。 

 

。 

段落幅 ： 印刷するセルの上下間隔を指定します。 

ＳＤＬ Ｖｉｅｗ の印刷設定 

 

ヘ 設定

 

□ ページ番号 ： フッタ中央にページ番号を印刷します。 
 

  枠幅  ： 印刷領域端からのフレーム枠の幅を指定します。 

 

上余白 ： 印刷開始上部位置の上余白を指定します。 

 

 

ッダ／フッタの  ：  

□ タイトル ： ヘッダ左端にタイトルを印刷します。 
□ 日付 ： ヘッダ右端に現在の日付を印刷します。 

□ フレーム枠をつける ： フレーム枠をつけて印刷を行います。 
 

拡大率 ： 拡大率を指定します。 

左余白 ： 印刷開始左位置の左余白を指定します。 

上余白 ： 印刷開始上部位置の上余白を指定します

 

②Ｂ

 

ッダ／フッタの  ：  

□ タイトル ： ヘッダ左端にタイトルを印刷します。 
□ 日付 ： ヘッダ右端に現在の日付を印刷します。 

□ フレーム枠をつける ： フレーム枠をつけて印刷を行います。 
 

拡大率 ： 拡大率を指定します。 
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２．６．５ ［アダプタの設定］コマンド 
 

ＬＰＴポート及びアダプタに関する設定を行ないます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： Ａｌｔ ＋ Ａ 

 

 

（１）アダプタの選択タブ 

 

図２．６．５－１ アダプタの設定ダイアログ［アダプタの選択］ 

 

① アダプタ： 

パソコンとターゲットボードとインターフェースするためのアダプタを指定します。デフォルトはＰＤＡ００１となっていま

す。 

 

② プリンタポートアドレス/ＵＳＢポート 

ＰＤＡ００１では、プリンタポートのＩ／Ｏアドレスを選択します。デフォルトでパソコンに設定されている値を表示します。

複数のプリンタポートが存在する場合や、実際の値と異なる場合に正しい値を選択して下さい。ＰＤＡ００２、ＰＤＡ０１２、

ＰＤＡ０１３ではＵＳＢポートを指定します。通常はＵＳＢ－０を指定してください。 
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③ Ｗａｉｔ Ｃｌｏｃｋ数 

プリンタポートから出力するデータのサイクルに挿入するウェート数を指定します。デバイスのバウンダリスキャン動作

速度が遅い場合、この値を調整して下さい。ウェート動作はソフトウェアのオーバーヘッドがある為、出力される周波数

はウェート数に反比例しません。実際の出力周波数は 『動作周波数測定』 で確認して下さい。 

 

④ □ ケーブル接続チェックを行う： 

このチェックボックスをオンにすると、バウンダリスキャン試験のデータ出力の前にケーブル・ループ信号（ＰＤＡ００１の

場合はＳＥＬＥＣＴ（１３）信号と＊ＡＵＴＯ（１４）信号）を用いて導通チェックを行い、ケーブルの接続確認を行います。ケ

ーブル・ループ信号がオープンになっているケーブルを使用する場合はこのオプションを無効にして下さい。このオプシ

ョンはＰＤＡ００２アダプタでは無効となります。 

 

⑤ □ ＦＰＧＡのシステムＣＬＫに４８ＭＨｚを使用する 

ＰＤＡ０１３アダプタでは、ＵＳＢコントローラと内蔵ＦＰＧＡ間のＣＬＫ速度は３０ＭＨｚと４８ＭＨｚの２種類から選択可能で

す。このＣＬＫ速度により物理転送性能が決まります。ＣＬＫ速度が３０ＭＨｚの時、物理転送性能は７．５ＭＨｚとなり、Ｃ

ＬＫ速度が４８ＭＨｚの時、物理転送性能は１２ＭＨｚとなります。最大論理データ転送レートは、物理転送性能の半分と

なります。実際の転送レートは、プロトコルオーバヘッドやソフト処理のオーバヘッドのため、最大論理データ転送レー

トよりも小さい値になります。このチェックボックスを変更した場合は、アダプタの再挿入が必要です。 
４８ＭＨｚ ＣＬＫを選択した場合、物理転送速度は１２ＭＨｚとなります。ＰＤＡ０１３アダプタとターゲットボードを接続する

ケーブルはできるだけ、短くするようにしてください。 

 

⑥ 動作周波数測定 

ＰＤＡ００１アダプタを使用した場合、Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒはドライバソフトウェア経由で直接ＬＰＴポートをアクセスするこ

とにより、ＣＬＫ及びデータを出力します。この為、ＣＰＵ及び周辺チップの処理性能により出力周波数が異なってきます。

このボタンをクリックすることで、現状のプリンタポートの動作周波数を測定します。 
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（２）ＬＰＴポート 

 

図２．６．５－２  アダプタの設定ダイアログ［ＬＰＴポート］ 

 

オプション 

① ＴＲＳＴ信号を有効にする 

バウンダリスキャンのオプション信号であるＴＲＳＴ信号を有効にし、出力ポートに信号を割当可能とします。 

 

② ＥＮ／ＸＥＮ信号を有効にする 

バウンダリスキャン信号を送受信するターゲットボード上のバッファを制御するためのＥＮ／ＸＥＮ信号を有効にし、出力

ポートに信号を割当可能とします。 

 

③ Ｏｕｔｐｕｔ［ＰＣ－＞ＰＫＧ］ 

ＴＣＫ，ＴＭＳ，ＴＤｉ，ＴＲＳＴ，ＥＮ，ＸＥＮに対応するＬＰＴポートのデータビット（Ｄ０～Ｄ７）を割当ます。 

Ｄ０～Ｄ７の（）内の数字はＬＰＴポートのピン番号を示しています。 

 

④ リセット 

選択状態を解除します。 

 

⑤ Ｄ０～Ｄ７ 

ＴＣＪ，ＴＭＳ，ＴＤｉ，ＴＲＳＴ，ＥＮ，ＸＥＮ信号に対応するＬＰＴポートのデータビット（Ｄ０～Ｄ７）を選択します。信号に割り

当てられたビットｈは、他の信号に割り当てることはできません。ＴＲＳＴ，ＥＮ，ＸＥＮはオプションです。 
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⑥ Ｉｎｐｕｔ［ＰＫＧ－＞ＰＣ］ 

ＴＤｏ信号に対応するＬＰＴポートの入力信号（－ＢＵＳＹ，－ＡＣＫ，ＰＥ，ＳＥＬＥＣＴ，－ＥＲＲＯＲ）を選択します。 

－ＢＵＳＹ，－ＡＣＫ，ＰＥ，ＳＥＬＥＣＴ，－ＥＲＲＯＲ信号の（）内の数字はＬＰＴポートのコネクタ番号を示しています。 

 

 

 
125Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．６．６ ［Ｅｄｉｆフィルタ］コマンド 
 

読み込んだＥＤＩＦの内容を内部的に変更します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

（１）インスタンスの無効化タブ 

ターゲットボードの回路でバウンダリスキャン試験を動作させるために無効化する必要のある部品（デバッグのため、Ｅ

ＤＩＦファイルには存在するが、ターゲットボードには未実装でスキャンチェインに影響するような部品等）を仮想的に無

効化します。本機能で無効化されたインスタンスはスキャンチェインの生成及びスキャンネットの生成で無視されます。 

 

 

ＥＤＩＦインスタンスＩＤ選択ウィンド

無効化インスタンスリストウィンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．６．６－１ ＥＤＩＦフィルタダイアログ［インスタンスの無効化］ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

① □ 登録されたインスタンスを無効化にする： 

このチェックボックスをチェックすることで、無効化インスタンスリストウィンドウに表示されているインスタンスを無効化し

ます。 

 

 

②無効化インスタンスリストウィンドウ 
無効化するインスタンス名と部品名が表示されます。無効化を解除するインスタンスを選択しダブルクリックすると、ＥＤ

ＩＦインスタンスＩＤ選択ウィンドウに移動します。複数選択時は、対象となるインスタンスを選択し、 << ADD   ボタンを

クリックします。  
 
 
③ＥＤＩＦインスタンスＩＤ選択ウィンドウ 
ＥＤＩＦで定義されているインスタンスＩＤを表示します。無効化するインスタンスを選択しダブルクリックすると、無効化イ

ンスタンスリストウィンドウに表示されます。複数選択時は、対象となるインスタンスを選択し、 Remove>>   ボタンを

クリックします。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．６．７ ［試験パターン編集］コマンド 
 

バウンダリ試験パターンのマニュアル編集ダイアログを開きます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

バウンダリ試験パターンの編集ダイアログボックスを表示します。試験パターンの編集を行うには、［生成］－［インフラ

ベクタ生成］もしくは、［テストベクタ生成］が完了していなければなりません。編集可能な信号は、ＴＤＩ出力（ＴＤＩｏ），ＴＤ

ｏ入力期待値（Ｅｘｐ）、ＴＤｏ入力（ＴＤＯｉ）となります。各編集する項目をクリックすることで、編集可能状態となります。編

集した内容は、ＯＫボタンをクリックすることで、試験パターンデータに反映されます。又、試験パターンファイル形式（．ｉ

ｐｆ， ．ｐｔｆ）で保存／読み出しが可能です。 

 

図２．６．７－１ ＥＤＩＦフィルタダイアログ［インスタンスの無効化］ 

 

（１）インフラ試験パターン／ベクタ試験パターン 

インフラ試験パターン／ベクタ試験パターンの編集を選択します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

（２）ベクタ試験パターンＩＤ 

ベクタ試験パターンＩＤを選択します。ベクタ試験パターンは、３がＡＬＬ“Ｌ”試験、４がＡＬＬ“Ｈ”試験、５以降が対象信号

の試験パターンとなります。 

 

（３）試験パターン編集画面 

試験パターンを表示します。編集対象となる、項目をクリックすることで、編集可能となります。編集可能な信号は、ＴＤＩ

出力（ＴＤＩｏ），ＴＤｏ入力期待値（Ｅｘｐ）、ＴＤｏ入力（ＴＤＯｉ）です。入力可能な値は、以下のとおりです。 
 

０ ： 出力信号の場合は、強制的に“Ｌ”レベルを出力します。入力信号の場合は入力値を無視し“Ｌ”レ

ベルが入力されたものとみなします。 

１ ： 出力信号の場合は、強制的に“Ｈ”レベルを出力します。入力信号の場合は入力値を無視し“Ｈ”レ

ベルが入力されたものとみなします。 

Ｘ ： 出力信号の場合は、初期値に初期化されます。入力信号の場合は入力値を無視し、評価を行いま

せん。 

Ｚ ： ３ステート信号の期待値にＨｉ－Ｚを設定します。期待値以外の項目に、設定した場合の動作は保証

されません。 

＊ ： 初期値に初期化されます。 

 

 

（４）ＦｒｏｍＦｉｌｅ： ボタン 

試験パターンファイル形式（．ｉｐｆ， ．ｐｔｆ）のテキストデータを読み出します。 

 

（５）ＴｏＦｉｌｅ： ボタン 

試験パターンファイル形式（．ｉｐｆ， ．ｐｔｆ）のテキストデータに出力します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．６．８ ［Ｗｉｎｄｏｗプロパティー］コマンド 
 

画面色、フォント等ウィンドウ属性に関する設定を行います。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 

 

（１）Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ タブ 

 

図２．６．８－１ ウィンドウオプションダイアログ［Ｓｃａｎ Ｃｈａｉｎ］ 

 

① 色 
背景  ：スキャンチェインビューの画面背景色を設定します。 
パーツ  ：スキャンチェインの部品の色を設定します。 
選択されたパーツ ：スキャンチェインの選択されたパーツの色を設定します。 

 線  ：ノーマル時の線の色を設定します。 
 選択された線 ：Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗのクリックで表示される線の色を設定します。 
 ポート  ：部品のピン部の色を設定します。 
 エラーの線  ：Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗでエラーのネットをクリックした時に表示される線の色を設定しま 

す。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

② フォント 
 部品のインスタンス ：部品の部品名及びインスタンス名のフォント及び色を設定します。 
 部品の端子名 ：部品の端子名のフォント及び色を設定します。 
 ポート名  ：スキャンチェインのポート名のフォント及び色を設定します。 
 エラー要因  ：エラー表示時のエラー要因のフォント及び色を設定します。 
 

 

（２）ＢＳＤＬ タブ 

 

図２．６．８－２ ウィンドウオプションダイアログ［ＢＳＤＬ］ 

① 色 
 

設定します。 

す。 
す。 

線  ：ＢＳＤＬ部品内の線の色を設定します。 

 フォント

ます。 

 
セル値  ：ＢＳＤＬ部品のセル値のフォント及び色を設定します。 

 

背景  ：ＢＳＤＬビューの画面背景色を設定します。

部品  ：表示するＢＳＤＬ部品の色を設定します。 
ＴＡＰ Ｃｏｎｔｏｒｌｌｅｒ ：ＢＳＤＬ部品のＴＡＰ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ部の色を

 ピン  ：ＢＳＤＬ部品のピン部の色を設定します。 
 スキャンセル ：ＢＳＤＬ部品のスキャンセル部の色を設定しま

 バッファ  ：ＢＳＤＬ部品のバッファ部の色を設定しま

 
 
②  
 インスタンス ：ＢＳＤＬ部品のインスタンス名のフォント及び色を設定し

 ピン名  ：ＢＳＤＬ部品のピン名のフォント及び色を設定します。 
 ピン番号  ：ＢＳＤＬ部品のピン名のフォント及び色を設定します。 
 ピン値  ：ＢＳＤＬ部品のピン値のフォント及び色を設定します。 
 セル名  ：ＢＳＤＬ部品のセル名のフォント及び色を設定します。 
 セル番号  ：ＢＳＤＬ部品のセル番号のフォント及び色を設定します。
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（３）Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ タブ 

図２．６．８－３ ウィンドウオプションダイアログ［Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ］ 

 

① 色 
背景  ：Ｎｅｔ Ｌｉｓｔ Ｖｉｅｗの画面背景色を設定します。 

ラー  ：エラー発生時の色を設定します。 

 フォント 
テキスト  ：表示テキストのフォント及び色を設定します。 

（４）Ｃｏｍｍａｎｄ タ

ｎｄ］ 

 

エ

 
②

 
 
 

ブ 

 

図２．６．８－４ ウィンドウオプションダイアログ［Ｃｏｍｍａ
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

① 色 
背景  ：Ｃｏｍｍａｎｄ Ｖｉｅｗの画面背景色を設定します。 

 フォント 
ライン ：表示テキストのフォント及び色を設定します。 

 
 
（５）エディタ タブ 

 

ｍａｎｄ］ 

① 色 
背景  ：テキストエディタの画面背景色を設定します。 

② フォント 
テキスト  ：テキストエディタのフォント及び色を設定します。 

 
 

 
②

コマンド

図２．６．８－５ ウィンドウオプションダイアログ［Ｃｏｍ
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２．６．９ ［ログファイルの初期化］コマンド 
 

ログファイルを初期化します。 
［ツール］－［オプション］全体タブの 『□プログラムの起動毎にログファイルを初期化する』 のチェックボックスをオン

にしておくことでプログラムに起動毎にログファイルが初期化されます。このチェックボックスがオフの時はログファイル

は初期化されません｡適時、［ログファイルの初期化］コマンドでログファイルの初期化を行なって下さい。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７ ［表示］メニューのコマンド 
 

［表示］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［ツールバー］ ツールバーの表示／非表示の切替を行います。 

［ツールバーサイズ］ ツールバーのサイズの切替を行います。 

［タイトルビュー］ タイトルビューの表示／非表示の切替を行います。 

［スキャンチェインビュー］ スキャンチェインビューの表示／非表示の切替を行います。 

［ＢＳＤＬビュー］ ＢＳＤＬビューの表示／非表示の切替を行います。 

［ネットリストビュー］ ネットリストビューの表示／非表示の切替を行います。 

［コマンドビュー］ コマンドビューの表示／非表示の切替を行います。 

［ＥＤＩＦの階層表示］ ＥＤＩＦの階層表示を行います。 

［ＤＣＦの読み取り状況］ ＤＣＦファイルの読み取り状態をダイアログ表示します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．１ ［ツールバー］コマンド 
 

ツールバーの表示／非表示の切替を行います。以下のツールバーを切替表示することができます。 
 

ファイル／編集 ：新規作成、開く、上書き保存、プロジェクトの保存、切り取り、コピー、張り付け、元に戻す 

 

生成／試験 ：インフラ＆ベクタパターン生成、インフラパターン生成、ベクタパターン生成、 

 インフラ＆ベクタテスト、インフラテスト、ベクタテスト、 

 単体試験［モニタ］、単体試験［出力－＞モニタ］、単体試験［モニタ－＞出力］、 

 

表示／ウィンドウ ：スキャンチェインビュー、ＢＳＤＬビュー、ネットリストビュー、コマンドビュー 

   重ねて表示、並べて表示、ウィンドウの整列、ウィンドウ比の固定 

 

ツール  ：フラッシュメモリ書き込み、プロジェクトパラメータ、オプション、アダプタの設定、 

ウィンドウプロパティー 

 

生成（個別機能） ：ＤＣＦ読み込み、ＥＤＩＦ読み込み、スキャンチェイン作成、スキャンネット作成、 

 インフラベクタ生成、テストベクタ生成 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．２ ［ツールバーサイズ］コマンド 
 

ツールバーのサイズの切替を行います。以下のツールバーサイズを切替表示することができます。 
 

大 ： ツールバーを大きなサイズで表示します。 

中 ： ツールバーを中程のサイズで表示します。 

小 ： ツールバーを小さいサイズで表示します。プロジェクト新規作成時のデフォルトサイズです。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．３ ［タイトルビュー］コマンド 
 

タイトルビューの表示／非表示の切替を行います。 

ドッキングビュー表示の時のみ有効となります。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．４ ［スキャンチェインビュー］コマンド 
 

スキャンチェインビューの表示／非表示の切替を行います。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．５ ［ＢＳＤＬビュー］コマンド 
 

ＢＳＤＬビューの表示／非表示の切替を行います。 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．６ ［ネットリストビュー］コマンド 
 

ネットリストビューの表示／非表示の切替を行います。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 

 

 

 
141Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．７ ［コマンドビュー］コマンド 
 

コマンドビューの表示／非表示の切替を行います。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．７．８ ［ＥＤＩＦの階層表示］コマンド 
 

ＥＤＩＦの階層表示を行います。読み込んだＥＤＩＦファイルをツリー表示します。 

このコマンドを実行するにはＥＤＩＦファイルの読み込みが実行されていなければばなりません。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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２．７．９ ［ＤＣＦの読み取り状況］コマンド 
 

ＤＣＦディレクトリからアプリケーションが読み取ったＤＣＦファイルの読み取り状況のダイアログ表示を行います。 

このコマンドを実行するにはＤＣＦ読み込みが終了していなければばなりません。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

図２．７．８－１ ＤＣＦファイルのロード状況ダイアログ 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８ ［ウィンドウ］メニューのコマンド 
 

［ウィンドウ］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［重ねて表示］ 表示しているウィンドウを重ねて表示します。 

［並べて表示］ 表示しているウィンドウを並べて表示します。 

［アイコンの整列］ アイコン状態にあるウィンドウを整列します。 

［ウィンドウの整列］ 表示しているチャイルドウィンドウをデフォルト比に整列します。 

［ウィンドウ比の固定］ 表示しているチャイルドウィンドウのウィンドウサイズ比をロックします。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８．１ ［重ねて表示］コマンド 
 

表示しているウィンドウを重ねて表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８．２ ［並べて表示］コマンド 
 

表示しているウィンドウを並べて表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８．３ ［アイコンの整列］コマンド 
 

アイコン状態にあるウィンドウを整列します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８．４ ［ウィンドウの整列］コマンド 
 

表示しているチャイルドウィンドウをデフォルト比に整列します。 
 
このコマンドはマルチウィンドウモードでのみ有効です（ドッキングウィンドウがある場合は無効となります）。 
 

 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．８．５ ［ウィンドウ比の固定］コマンド 
 

このコマンドをオンにすることで、チャイルドウィンドウのウィンドウ比を現在の比率でロックします。ロック状態でメイン

フレームのウィンドウサイズを変更すると、ロックしたウィンドウサイズでチャイルドウィンドウのサイズが変化します。 
 
このコマンドはマルチウィンドウモードでのみ有効です（ドッキングウィンドウがある場合は無効となります）。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ：  

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．９ ［ヘルプ］メニューのコマンド 
 

［ヘルプ］メニューには以下のようなコマンドがあります。 
 

［トピックの検索］ Ｐｏｗｅｒデバッガヘルプを表示します。 

  

［バージョン情報］ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ のバージョン情報を表示します。 

  

［シリアルナンバー］ シリアルナンバーとパスワードを入力します。 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．９．１ ［トピックの検索］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒデバッガヘルプを表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．９．２ ［バージョン情報］コマンド 
 

Ｐｏｗｅｒデバッガのバージョン情報を表示します。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 
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 第２章 プロジェクトメニュー

 

２．９．３ ［シリアルナンバー］コマンド 
 

シリアルナンバーとパスワードを入力するダイアログを開きます。 
 

 

  ☆ショートカット 

 

ツールバー ： － 

キーボード  ： － 

 

 

 

図２．９．３－１ シリアルナンバーダイアログ 

Ｓｅｌｅｃｔ Ｈｏｓｔ ＩＤ： 

 

。 
◎Ｍａｃアドレス  ：Ｈｏｓｔ ＩＤとしてＬＡＮカードのＭＡＣアドレスを登録した場合選択します。 

Ｈｏｓｔ ＩＤ： 

 

ｅｌｅｃｔ Ｈｏｓｔ ＩＤで選択したＩＤが表示されます。 

Ｖｏｌ Ｎｕｍｂｅｒを選択した場合 ： ｕｇｇｅｒをインストールしたドライブのＶｏｌ Ｎｕｍｂｅｒが表

Ｍａｃアドレスを選択した場合 ：ＬＡＮカードのＭＡＣアドレスが表示されます。 
 

 

①

サポートデスクに登録したＨｏｓｔ ＩＤ種別を選択します。 

◎Ｖｏｌ Ｎｕｍｂｅｒ  ：Ｈｏｓｔ ＩＤとしてハードディスクのＶｏｌ Ｎｕｍｂｅｒを登録した場合選択します

 

②

Ｓ

 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂ

されます。 

 
154 Ｄｅｂｕｇ ＳｏｌｕｔｉｏｎｓＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ



 第２章 プロジェクトメニュー

 

③Ｓｅｒｉａｌ Ｎｕｍｂｅｒ： 

 

製品に添付されている１０桁（６桁－４桁）のシリアルナンバーを入力します。 

 

④Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ Ｃｏｄｅ： 

 

サポートデスクから届けられた２４桁（６桁－６桁－６桁－６桁）の認証ＩＤ入力します。 
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第２章 プロジェクトメニュー
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デバッグソリューションズがここで提供する情報は、正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切

負いません。ここに記載される情報は、２００３年３月におけるものです。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終

的な確認はヘルプデスクにお問い合わせ下さい。 

 
デバッグソリューションズ 

Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ

Web http://www.debsol.com

E-Mail mail@debsol.com
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